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政
府
は
４
月
２８
日
、
「
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合

緊
急
対
策
」
に
関
す
る
予
備

費
の
使
用
を
閣
議
決
定
し

た
。
総
額
６
兆
２
千
億
円
の

同
対
策
の
一
部
に
充
て
る
。

同
対
策
は
、
「
原
油
価
格
高

騰
対
策
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

原
材
料
・
食
料
等
安
定
供
給

対
策
」
「
新
た
な
価
格
体
系

へ
の
適
応
の
円
滑
化
に
向
け

た
中
小
企
業
対
策
等
」
「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
物
価
高
騰

等
に
直
面
す
る
生
活
困
窮
者

等
へ
の
支
援
」の
四
つ
が
柱
。

農
林
水
産
関
係
に
は
総
額

７
５
１
億
円
を
計
上
。
配
合

飼
料
価
格
安
定
制
度
の
異
常

補
て
ん
基
金
の
積
み
増
し
の

ほ
か
、
肥
料
や
小
麦
の
価
格

高
騰
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。

▽
飼
料
の
価
格
高
騰
対
策

①
配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊

急
対
策
事
業

４
３
５
億
円

｛
こ
の
ほ
か
、
農
畜
産
業
振

興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
事
業

２
３
７
億
円
｝

配
合
飼
料
価
格
が
高
騰

し
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
制

度
の
補
て
ん
の
発
動
が
続
い

て
い
る
。
同
制
度
の
異
常
補

て
ん
基
金
に
所
要
額
の
積
み

増
し
等
を
実
施
し
、
生
産
者

に
補
て
ん
金
を
交
付
す
る
。

同
制
度
は
、
生
産
者
と
配

合
飼
料
メ
ー
カ
ー
の
積
み
立

て
に
よ
る
「
通
常
補
て
ん
」

と
、
国
と
配
合
飼
料
メ
ー
カ

ー
の
積
み
立
て
に
よ
る
「
異

常
補
て
ん
」
の
二
段
階
の
仕

組
み
。
四
半
期
ご
と
に
、
通

常
補
て
ん
は
平
均
輸
入
原
料

価
格
が
基
準
輸
入
原
料
価
格

（
直
前
１
年
間
の
平
均
）
を

超
え
る
場
合
に
、
上
回
っ
た

額
を
限
度
と
し
て
発
動
。
異

常
補
て
ん
は
平
均
輸
入
原
料

価
格
が
基
準
輸
入
原
料
価
格

の
１
１
５
％
を
超
え
る
場
合

に
、
上
回
っ
た
額
を
限
度
と

し
て
発
動
。

２２
年
度
第
１
〜
２
四
半
期

に
お
け
る
臨
時
・
特
別
の
措

置
と
し
て
、
異
常
補
て
ん
の

発
動
基
準
を
基
準
輸
入
原
料

価
格
の
１
１
２
・
５
％
に
引

き
下
げ
、
補
て
ん
を
増
額
。

通
常
補
て
ん
基
金
か
ら
の
補

て
ん
を
軽
減
す
る
。

②
飼
料
穀
物
備
蓄
・
流
通

合
理
化
事
業

運
用
改
善

２２
年
度
予
算
で
１８
億
円
を

措
置
し
た
同
事
業
の
支
援
対

象
を
拡
充
。
県
域
を
超
え
て

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
や
耕
種
農

家
等
と
粗
飼
料
の
広
域
流
通

に
共
同
で
取
り
組
む
な
ど
、

効
率
的
な
粗
飼
料
流
通
の
モ

デ
ル
的
な
取
り
組
み
の
実
証

を
支
援
す
る
。

▽
肥
料
の
安
定
調
達
・
価

格
高
騰
対
策

①
化
学
肥
料
原
料
調
達
支

援
緊
急
対
策
事
業

１
０
０

億
円

肥
料
製
造
事
業
者
が
今
年

秋
ま
で
に
調
達
を
要
す
る
主

要
な
化
学
肥
料
原
料
に
つ
い

て
、
代
替
国
か
ら
の
調
達
に

要
す
る
コ
ス
ト
（
輸
送
費
・

保
管
費
）
の
上
昇
分
の
掛
か

り
増
し
経
費
を
緊
急
的
に
支

援
す
る
。

②
肥
料
コ
ス
ト
低
減
体
系

緊
急
転
換
事
業

運
用
改
善

２１
年
度
補
正
予
算
で
４５
億

円
を
措
置
し
た
同
事
業
の
要

件
を
緩
和
。
「
土
壌
診
断
」

と
「
肥
料
コ
ス
ト
低
減
に
資

す
る
技
術
」
を
組
み
合
わ
せ

た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と

し
て
い
た
が
、
ど
ち
ら
か
だ

け
で
も
対
象
と
す
る
。

▽
食
品
原
材
料
の
価
格
高

騰
対
策

①
輸
入
小
麦
等
食
品
原
材

料
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業

１
０
０
億
円

食
品
製
造
業
者
等
に
対

し
、
輸
入
小
麦
か
ら
国
産
小

麦
・
米
粉
等
へ
の
原
材
料
の

切
り
替
え
や
、
価
格
転
嫁
に

見
合
う
付
加
価
値
の
高
い
商

品
へ
の
転
換
等
の
取
り
組
み

を
緊
急
的
に
支
援
す
る
。

②
国
産
小
麦
供
給
体
制
整

備
緊
急
対
策
事
業

２５
億
円

生
産
面
に
お
い
て
作
付
け

の
団
地
化
、
営
農
技
術
・
機

械
の
導
入
等
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
流
通
面
に
お
い
て

一
時
保
管
等
の
安
定
供
給
体

制
の
構
築
を
支
援
す
る
。

中
央
酪
農
会
議
（
中
酪
）

は
４
月
１５
日
、
２２
年
３
月
分

の
指
定
生
乳
生
産
者
団
体

（
指
定
団
体
）
の
用
途
別
販

売
実
績
を
発
表
し
た
。
２１
年

度
累
計
の
生
乳
総
受
託
乳
量

（
生
産
量
）
は
前
年
度
比
２

・
４
％
増
の
７
２
３
万
４
６

７
２
㌧
と
な
り
、
３
年
連
続

で
増
産
を
達
成
し
た
。
生
乳

生
産
は
堅
調
だ
が
、
需
給
が

緩
和
し
て
い
る
。
需
要
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら

に
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

指
定
団
体
の
総
受
託
乳
量

は
、
全
国
の
生
乳
生
産
量
の

大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
２１

年
度
は
、
北
海
道
が
前
年
度

比
３
・
２
％
増
の
４
１
３
万

５
８
６
３
㌧
、
都
府
県
が
１

・
２
％
増
の
３
０
９
万
８
８

１
０
㌧
と
な
っ
た
。

北
海
道
は
１７
年
度
以
降
、

増
産
基
調
が
続
い
て
い
る
。

１９
年
度
ま
で
減
産
基
調
だ
っ

た
都
府
県
は
、
２０
年
度
に
前

年
度
並
み
と
な
り
、
２１
年
度

は
増
加
し
た
。
都
府
県
の
受

託
乳
量
を
地
域
別
に
み
る

と
、
東
北
は
前
年
度
を
下
回

っ
た
が
、
他
の
地
域
は
増
産

を
達
成
し
た
（
表
）
。
乳
量

が
最
大
の
関
東
は
２
・
６
％

増
だ
っ
た
。
県
別
で
は
、
栃

木
が
６
・
０
％
増
、
千
葉
が

３
・
１
％
増
と
伸
び
た
。

用
途
別
販
売
量
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
が
継
続
し
て
い

る
。
飲
用
牛
乳
等
向
け
は
、

好
調
だ
っ
た
前
年
度
を
下
回

り
、
１
・
９
％
減
の
３
１
９

万
７４
㌧
と
な
っ
た
。
チ
ー
ズ

向
け
は
５
・
７
％
増
の
４３
万

５
２
４
２
㌧
と
好
調
だ
っ

た
。
一
方
、
業
務
用
需
要
の

大
幅
な
回
復
は
み
ら
れ
ず
、

加
工
用
に
仕
向
け
る
生
乳
が

増
加
。
特
に
長
期
保
存
で
き

る
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向

け
は
９
・
９
％
増
の
１
８
５

万
６
９
７
２
㌧
で
、
前
年
度

に
続
く
大
幅
増
と
な
っ
た
。

２２
年
３
月
末
脱
脂

粉
乳
在
庫
２１
％
増

農
水
省
が
４
月
２５
日
に
発

表
し
た
牛
乳
乳
製
品
統
計
に

よ
る
と
、
２１
年
度
の
全
国
の

生
乳
生
産
量
は
前
年
度
比
２

・
９
％
増
の
７
６
４
万
６
５

１
９
㌧
と
な
っ
た
。

用
途
別
処
理
量
は
、
牛
乳

等
向
け
が
０
・
９
％
減
の
３

９
９
万
７
８
０
１
㌧
、
乳
製

品
向
け
が
７
・
３
％
増
の
３

５
９
万
９
２
９
０
㌧
、
そ
の

他
が
１１
・
０
％
増
の
４
万
９

４
２
８
㌧
。

乳
製
品
の
在
庫
が
積
み
上

が
っ
て
い
る
。
２２
年
３
月
末

の
在
庫
量
は
、
脱
脂
粉
乳
が

９
万
７
６
９
２
㌧
（
前
年
同

月
比
２０
・
７
％
増
）
、
バ
タ

ー
が
３
万
９
５
７
４
㌧
（
１

・
８
％
増
）
、
全
粉
乳
が
４

１
１
４
㌧
（
１２
・
９
％
増
）

と
い
ず
れ
も
増
え
て
い
る
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
及
び

全
国
開
拓
振
興
協
会
は
６
月

１０
日
、
総
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開

催
す
る
。
と
も
に
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
選
任
の
議
案

を
上
程
す
る
。

午
前
１０
時
か
ら
、
連
盟
が

第
７７
回
通
常
総
会
を
開
催
す

る
。
提
出
議
案
は
、
第
１
号

議
案
＝
２１
年
度
運
動
報
告
及

び
決
算
承
認
に
つ
い
て
、
第

２
号
議
案
＝
２２
年
度
運
動
方

針
に
つ
い
て
―
等
の
６
議

案
。運

動
方
針
案
で
は
、
引
き

続
き
国
内
農
畜
産
業
を
守
る

こ
と
を
基
本
に
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
伴
う
対
策
強
化
運
動
」「
畜

産
・
酪
農
の
経
営
安
定
対
策

と
生
産
基
盤
の
拡
充
・
強
化

運
動
」
等
の
農
政
運
動
を
展

開
す
る
と
し
て
い
る
。

１１
時
か
ら
は
、
振
興
協
会

が
第
１０
回
定
時
総
会
を
開
催

す
る
。
決
議
（
承
認
）
事
項

は
、
第
１
号
議
案
＝
２１
年
度

事
業
報
告
の
附
属
明
細
書
、

貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増

減
計
算
書
等
の
承
認
の
件
、

第
２
号
議
案
＝
２２
年
度
理
事

報
酬
の
決
定
の
件
―
等
の
５

議
案
。

２２
年
度
の
開
拓
者
支
援
事

業
は
、
①
研
修
事
業
②
開
拓

情
報
事
業
③
開
拓
営
農
振
興

事
業
④
調
査
・
研
究
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。

農
水
省
は
４
月
２１
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
企
画
部
会
を
開
き
、
２１
年

度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

（
以
下
「
白
書
」
）
の
本
文

案
を
議
論
し
た
。

巻
頭
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
が
継
続
」

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
に
基
づ
く
取
り
組
み
が

本
格
始
動
」
「
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
額
が
１
兆
円

を
突
破
」
な
ど
７
項
目
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
乳
の

需
給
緩
和
が
継
続
。
年
末
年

始
等
に
乳
製
品
工
場
を
フ
ル

稼
働
さ
せ
て
も
処
理
不
可
能

な
生
乳
の
発
生
の
恐
れ
が
あ

っ
た
が
、
消
費
拡
大
に
向
け

た
業
界
を
挙
げ
た
取
り
組
み

と
消
費
者
の
協
力
で
回
避
で

き
た
こ
と
を
紹
介
。
米
に
つ

い
て
は
、
中
食
・
外
食
向
け

の
需
要
の
減
少
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
を
記
述
し
た
。

特
集
は
「
変
化
（
シ
フ
ト
）

す
る
我
が
国
の
農
業
構

造
」
。
農
業
構
造
の
変
化
に

つ
い
て
、
２０
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
の
公
表
等
を
踏
ま
え
、

品
目
別
・
地
域
別
を
含
め
た

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
基
幹

的
農
業
従
事
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
２０
年
は
１
３
６

万
人
。
う
ち
６５
歳
以
上
の
階

層
が
全
体
の
７０
％（
９５
万
人
）

を
占
め
、
若
年
層
（
４９
歳
以

下
）
は
１１
％
（
１５
万
人
）
。

品
目
構
成
で
は
、
農
業
総
産

出
額
は
米
の
割
合
が
減
少

し
、
畜
産
や
野
菜
の
割
合
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。

今
後
に
向
け
て
、
分
析
を

ま
と
め
て
い
る
。
農
業
の
持

続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、

若
年
層
等
の
農
業
従
事
者
の

確
保
・
定
着
と
併
せ
、
農
業

従
事
者
一
人
一
人
が
よ
り
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
指
摘
。
経
営
耕

地
面
積
に
占
め
る
６５
歳
以
上

の
農
業
従
事
者
の
割
合
は
依

然
と
し
て
大
き
く
、
地
域
農

業
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、

そ
の
役
割
は
引
き
続
き
大
き

い
と
記
述
。
品
目
で
は
、
需

要
の
変
化
に
応
じ
た
生
産
の

取
り
組
み
は
今
後
と
も
重
要

と
強
調
し
て
い
る
。

白
書
は
全
４
章
で
構
成
。

第
１
章
の
「
食
料
の
安
定
供

給
の
確
保
」
で
は
、
食
料
安

全
保
障
の
確
立
に
つ
い
て
記

述
。
世
界
的
な
食
料
価
格
の

上
昇
に
よ
り
、
国
内
に
お
け

る
食
料
の
消
費
者
物
価
指
数

は
上
昇
傾
向
で
推
移
。
主
要

農
産
物
の
輸
入
構
造
は
、
少

数
の
特
定
の
国
へ
の
依
存
度

が
高
い
。
輸
入
の
安
定
化
や

多
角
化
、
国
内
の
農
業
生
産

の
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み

が
重
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

議
論
の
結
果
、
本
文
案
は

承
認
さ
れ
た
。同
省
は
今
後
、

白
書
を
と
り
ま
と
め
る
。
閣

議
決
定
・
国
会
提
出
を
経
て
、

白
書
の
全
文
が
公
表
さ
れ

る
。

２０２１年度指定団体受託乳量
地 域 乳量（ﾄﾝ） 前年度比（%）

北海道 ４，１３５，８６３ １０３．２
東 北 ５０１，６９９ ９９．４
関 東 １，０５０，６８６ １０２．６
北 陸 ７３，０１３ １００．９
東 海 ３２３，８００ １００．９
近 畿 １４８，８３４ １０２．６
中 国 ２９５，０３５ １００．９
四 国 １０６，３３４ １００．１
九 州 ５９９，４０８ １００．７
都府県 ３，０９８，８１０ １０１．２
全 国 ７，２３４，６７２ １０２．４

（中酪の資料を基に作成）

連
盟
・
協
会
総
会
を
開
催

総
合
緊
急
対
策
農
水
関
係
７５１
億
円

６
月
１０
日
、役
員
選
任
議
案
上
程

配
合
飼
料

価
格
安
定
制
度

異
常
補
て
ん
基
金
積
み
増
し

農
業
構
造
の
変
化
を
分
析

２１
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

生
乳
生
産
量
３
年
連
続
増

２１年度

飲
用
牛
乳
等
向
け
１.９
％
減

・「食料・農業 知っておきたい話」-１０９- （２面）
・堆肥「施用していない」農業者４６％ （３面）
・果樹・野菜で景況ＤＩ回復見込み （４面）
・二番茶かぶせ茶の摘採日予測 （５面）
・田中さん（北海道）が研修会で成果発表（６面）
・黒毛去勢 ゲノミック評価で効率的肥育（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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膨
ら
む
赤
字

食
料
危
機
に
対
処
し
た
国

内
生
産
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

な
が
ら
、
現
場
の
苦
し
み
は

深
刻
化
し
て
い
る
。
肥
料
、

飼
料
、
燃
料
な
ど
の
生
産
資

材
コ
ス
ト
は
急
騰
し
て
い
る

の
に
、
国
産
の
農
産
物
価
格

は
低
い
ま
ま
で
、
赤
字
が
膨

ら
み
、
農
家
は
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
。
コ
メ
も
酪
農
・
畜

産
も
大
規
模
経
営
の
倒
産
の

危
機
が
全
国
か
ら
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

４
月
２５
日
に
幕
別
町
で
開

催
さ
れ
た
十
勝
酪
農
法
人
会

（
小
椋
幸
男
会
長
）
の
セ
ミ

ナ
ー
で
も
経
営
危
機
の
切
実

な
実
態
が
共
有
さ
れ
、
関
係

機
関
、
メ
デ
ィ
ア
、
消
費
者

に
も
働
き
か
け
て
、
結
束
し

て
危
機
打
開
に
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
と
き
に
提
供
さ
れ
た

数
字
が
危
機
の
深
刻
さ
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
る
。ま
ず
、

北
海
道
（
表
１
）
だ
が
、
２

月
ま
で
の
生
産
資
材
価
格
上

昇
で
試
算
し
て
も
２
０
０
頭

以
上
の
大
規
模
経
営
が
赤
字

に
陥
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降

の
高
騰
を
勘
案
す
る
と
、
さ

ら
に
赤
字
は
膨
ら
ん
で
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
規
模

層
か
ら
倒
産
の
連
鎖
が
広
が

る
可
能
性
が
現
実
の
も
の
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
。
す
で
に
、
今
年
度

の
乳
価
は
据
え
置
き
で
決
ま

っ
て
い
る
の
に
、
乳
代
１
㎏

当
た
り
２
円
で
北
海
道
全
体

で
１
０
０
億
円
規
模
の
出
口

対
策
（
輸
入
の
脱
脂
粉
乳
を

国
産
に
置
き
換
え
る
た
め
の

差
額
負
担
）
の
農
家
負
担
金

だ
け
が
、
さ
ら
に
重
く
の
し

か
か
り
、
酪
農
家
を
苦
し
め

て
い
る
と
い
う
理
不
尽
な
事

態
で
あ
る
。

次
に
、
都
府
県
（
表
２
）

で
は
、
２
月
ま
で
の
生
産
資

材
価
格
上
昇
で
試
算
し
て
も

１
０
０
頭
以
上
の
経
営
が
赤

字
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
れ
以

降
の
高
騰
を
勘
案
す
る
と
、

北
海
道
以
上
に
倒
産
の
連
鎖

が
広
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

特
に
、
夏
場
と
秋
か
ら
春
に

か
け
て
の
季
節
乳
価
差
の
大

き
い
九
州
は
、
す
で
に
全
面

赤
字
の
様
相
を
呈
し
て
い
る

と
推
定
さ
れ
る
。

動
か
ぬ
政
策
、

世
論
の
な
ぜ

関
係
者
の
認
識
は
、
２
０

０
８
年
の
食
料
・
エ
サ
危
機

よ
り
も
農
家
の
窮
状
は
深
刻

だ
と
い
う
認
識
で
一
致
し
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
当
時
は
、

筆
者
が
食
料
・
農
業
・
農
村

審
議
会
の
畜
産
部
会
長
を
務

め
て
い
た
が
、
緊
迫
し
た
議

論
の
様
子
が
当
時
の
「
酪
農

乳
業
速
報
」
（
０８
年
６
月
１３

日
号
、
抜
粋
参
照
）
に
も
記

録
さ
れ
て
い
る
。

あ
の
と
き
は
、
史
上
初
の

加
工
原
料
乳
の
補
給
金
単
価

の
年
途
中
の
期
中
改
定
が
行

わ
れ
、飲
用
乳
に
つ
い
て
も
、

㎏
当
た
り
２
円
と
か
の
政
策

的
な
緊
急
補
て
ん
が
２
度
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
、
ま
ず
、

政
策
が
動
く
こ
と
で
、
審
議

会
の
議
論
に
お
い
て
も
、
取

引
価
格
に
つ
い
て
の
価
格
転

嫁
へ
の
メ
ー
カ
ー
・
小
売
り

・
消
費
者
の
理
解
醸
成
を
進

め
、
最
終
的
に
取
引
乳
価
は

㎏
当
た
り
１５
円
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
私
は
、
ま
ず
、
千
葉

県
で
の
講
演
で
乳
価
運
動
を

リ
ー
ド
し
て
い
た
獣
医
師
の

加
藤
博
昭
さ
ん
（
今
も
大
変

懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
）
に
認
識
が
甘
い
と
怒
ら

れ
、
私
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス

で
１０
円
ア
ッ
プ
が
必
要
と
発

言
し
て
、
加
藤
さ
ん
か
ら
２０

円
で
す
よ
、と
ま
た
怒
ら
れ
、

国
か
ら
は
５
円
で
す
よ
、
と

両
方
か
ら
怒
ら
れ
た
が
、
大

運
動
が
展
開
さ
れ
て
、
流
れ

が
で
き
た
。

今
回
の
ほ
う
が
深
刻
な
の

に
、
「
生
乳
需
給
は
緩
和
し

て
い
る
ん
だ
か
ら
、
ま
ず
在

庫
減
ら
す
の
が
先
だ
ろ
う
、

乳
価
の
話
は
し
な
い
で
、
在

庫
減
ら
す
分
担
金
を
出
す
べ

き
」
と
農
家
は
言
わ
れ
て
、

妙
に
抑
え
込
ま
れ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
に
見
え
る
。

在
庫
が
増
え
た
の
は
、
国

の
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
で
大
増

産
を
促
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
で

需
要
が
顕
在
化
で
き
な
く
な

っ
た
の
が
原
因
だ
か
ら
、
ま

ず
政
府
が
責
任
を
持
つ
べ
き

こ
と
で
、
そ
れ
を
農
家
の
責

任
に
し
て
、
赤
字
で
も
が
ま

ん
し
な
さ
い
、
在
庫
調
整
の

負
担
金
は
出
し
な
さ
い
、
と

い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
。

こ
の
食
料
危
機
の
真
っ
た

だ
中
で
、
農
家
を
倒
産
さ
せ

る
よ
う
な
事
態
が
放
置
さ
れ

る
こ
と
は
愚
の
骨
頂
で
あ

り
、
容
認
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
い
。
生
産
者
へ
の
し
わ
寄

せ
が
大
き
す
ぎ
る
。
メ
ー
カ

ー
、
小
売
り
、
消
費
者
、
政

府
、
一
体
と
な
っ
て
支
え
合

う
行
動
が
不
可
欠
で
あ
る
。

農
林
水
産
政
策
研
究
所
は

３
月
３１
日
、
「
２
０
３
１
年

に
お
け
る
世
界
の
食
料
需
給

見
通
し
」
を
公
表
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
な
流
行
（
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
）
に
伴
う
感
染
拡
大

防
止
措
置
等
に
よ
る
世
界
経

済
の
大
減
速
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
３１
年
に
お
け
る
世
界
の

食
料
需
給
に
つ
い
て
予
測
。

穀
物
等
の
国
際
価
格
は
、
世

界
の
需
要
量
と
供
給
量
の
増

加
が
ほ
ぼ
拮
抗
す
る
中
、
畜

産
物
価
格
の
伸
び
が
鈍
化
し

て
、下
押
し
圧
力
が
強
ま
り
、

や
や
低
下
傾
向
を
強
め
る
と

見
通
し
て
い
る
。

同
研
究
所
は
、
農
林
水
産

関
係
で
唯
一
の
国
の
政
策
研

究
機
関
。
毎
年
、
１０
年
後
の

「
世
界
の
食
料
需
給
見
通
し
」

を
策
定
し
て
い
る
。
今
回
、

３１
年
を
目
標
年
次
、１９
年（
数

値
は
１８
〜
２０
年
の
平
均
値
）

を
基
準
年
次
と
し
て
、
耕
種

作
物
・
畜
産
物
等
の
２０
品
目

に
つ
い
て
、
生
産
量
、
需
要

量
な
ど
を
試
算
し
た
。
予
測

項
目
は
、
品
目
別
・
地
域
別

の
生
産
量
、
消
費
量
、
純
輸

出
入
量
及
び
品
目
別
国
際
価

格
（
実
質
・
名
目
）
。

３１
年
の
世
界
人
口
を
国
連

の
見
通
し
に
基
づ
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
踏
ま
え

て
、
８５
・
７
億
人
と
推
計
。

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）

は
世
界
銀
行
、
実
質
経
済
成

長
率
は
国
際
通
貨
基
金
の
予

測
に
基
づ
き
推
計
し
て
い

る
。試

算
の
結
果
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
に
向
け
た
道
の
り
は
途
上

に
あ
る
」と
し
た
上
で
、「
将

来
的
に
、
先
進
国
だ
け
で
な

く
途
上
国
の
多
く
の
国
で
、

経
済
成
長
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
前
よ
り
鈍
化

す
る
と
み
ら
れ
、
世
界
経
済

は
こ
れ
ま
で
よ
り
緩
や
か
な

成
長
と
な
る
」と
見
込
ん
だ
。

穀
物
・
大
豆
及
び
肉
類
の

国
際
価
格
の
予
測
結
果
（
概

要
）
は
次
の
と
お
り
。

▽
穀
物
・
大
豆

国
際
価
格
は
２０
年
後
半
か

ら
高
値
圏
で
推
移
し
て
い

る
。
世
界
の
需
要
は
、
増
加

ペ
ー
ス
を
こ
れ
ま
で
よ
り
鈍

化
さ
せ
な
が
ら
も
、
総
人
口

の
継
続
的
な
増
加
と
新
興
国

及
び
途
上
国
を
中
心
と
し
た

所
得
向
上
に
伴
っ
て
、
食
用

需
要
及
び
飼
料
用
需
要
の
緩

や
か
な
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。供

給
面
で
は
、
多
く
の
穀

物
で
収
穫
面
積
が
や
や
減
少

す
る
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、

生
産
量
は
主
に
単
収
の
伸
び

に
よ
っ
て
増
加
す
る
こ
と
が

今
後
も
見
込
ま
れ
る
。
国
際

価
格
は
、
実
質
ベ
ー
ス
で
伸

び
が
抑
え
ら
れ
て
弱
含
み
の

傾
向
を
よ
り
強
め
つ
つ
、
や

や
低
下
あ
る
い
は
横
ば
い
で

推
移
す
る
見
通
し
。
物
価
指

数
（
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

を
勘
案
す
る
と
、
名
目
価
格

は
や
や
上
昇
す
る
見
込
み
。

た
だ
し
、２２
年
以
降
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
経
済

回
復
の
加
速
を
背
景
に
し
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給

網
）
の
混
乱
や
コ
ン
テ
ナ
船

運
賃
の
高
騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

及
び
資
源
価
格
の
高
騰
が
発

生
し
、
加
え
て
２
月
に
は
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

勃
発
し
た
。
今
後
の
事
態
の

展
開
次
第
で
は
、
需
給
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
、
短
期
的

に
こ
れ
ら
の
国
際
価
格
が
大

き
く
上
振
れ
す
る
リ
ス
ク
が

懸
念
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
が

経
済
回
復
の
足
か
せ
に
な
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

▽
肉
類

中
期
的
に
は
世
界
経
済
の

鈍
化
傾
向
を
反
映
し
て
、
肉

類
の
需
要
の
伸
び
は
よ
り
鈍

化
す
る
こ
と
か
ら
、
消
費
量

の
増
加
は
緩
や
か
に
な
る
見

通
し
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

国
際
価
格
は
実
質
ベ
ー
ス
で

下
押
し
圧
力
を
受
け
て
低
い

伸
び
に
と
ど
ま
る
見
通
し
。

鶏
肉
の
伸
び
が
最
も
高

い
。
先
進
国
だ
け
で
な
く
新

興
国
や
途
上
国
に
お
い
て
、

消
費
者
の
健
康
志
向
の
高
ま

り
や
宗
教
的
に
忌
避
さ
れ
に

く
い
こ
と
か
ら
、
鶏
肉
の
消

費
を
嗜
好
す
る
傾
向
は
続
く

見
通
し
。

牛
肉
は
、
畜
産
物
間
の
相

対
的
な
価
格
の
違
い
も
影
響

し
て
か
な
り
低
い
伸
び
に
と

ど
ま
る
見
通
し
。
豚
肉
は
、

ア
フ
リ
カ
豚
熱
な
ど
の
疾
病

に
よ
る
供
給
の
不
確
実
性
が

み
ら
れ
る
中
で
、
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
た
消
費
量
の
増
加

に
よ
り
牛
肉
価
格
の
上
昇
率

を
や
や
上
回
る
見
通
し
。

た
だ
し
、
穀
物
・
大
豆
と

同
様
の
理
由
に
よ
り
、
肉
類

価
格
が
大
き
く
上
振
れ
す
る

リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
る
。

農
林
水
産
業
の
環
境
負
荷

低
減
を
推
進
す
る
新
法
「
環

境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ

ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環

境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
案
（
通

称
・
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
法
案
）」
が
４
月
２２
日
、

参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成

立
し
た
。

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る

農
林
漁
業
者
や
、
新
技
術
の

提
供
等
を
行
う
事
業
者
を
認

定
す
る
制
度
を
創
設
し
、
資

金
や
税
制
で
支
援
す
る
。
新

法
は
、
公
布
か
ら
６
ヵ
月
以

内
に
施
行
さ
れ
る
。

農
水
省
は
昨
年
５
月
、
農

林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と

持
続
性
の
両
立
を
目
指
す

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
を
策
定
。
５０
年
ま
で

に
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
実
質
ゼ
ロ
、
化
学
農
薬
を

５０
％
削
減
、
化
学
肥
料
を
３０

％
削
減
、
有
機
栽
培
面
積
を

２５
％
に
拡
大
―
な
ど
の
数
値

目
標
を
掲
げ
た
。
新
法
の
成

立
で
同
戦
略
の
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
る
。

新
法
で
は
、
基
本
理
念
と

し
て
、
「
環
境
と
調
和
の
と

れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
」
は
、

生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
の

理
解
・
連
携
、
環
境
へ
の
負

荷
低
減
と
生
産
性
向
上
が
両

立
す
る
技
術
の
研
究
開
発
・

活
用
の
推
進
、
農
林
水
産
物

等
の
円
滑
な
流
通
の
確
保
に

よ
っ
て
成
立
す
る
と
規
定
。

農
林
漁
業
者
を
認
定
す
る

制
度
の
枠
組
み
は
、
環
境
負

荷
低
減
に
向
け
た
国
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
都
道
府
県

・
市
町
村
が
基
本
計
画
を
策

定
。
農
業
者
等
は
土
づ
く
り

や
化
学
農
薬
・
肥
料
の
使
用

量
削
減
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
削
減
な
ど
の
環
境
負

荷
低
減
事
業
活
動
の
計
画
を

作
成
す
る
。

都
道
府
県
・
市
町
村
の
認

定
を
受
け
れ
ば
、
環
境
負
荷

の
低
減
に
必
要
な
機
械
・
施

設
等
を
導
入
す
る
際
の
税
制

特
例
や
、
農
業
改
良
資
金
等

の
特
例（
償
還
期
間
の
延
長
）

が
措
置
さ
れ
る
。

表２ 都府県の経産牛１頭当たり農業所得の予測 （千円）

③－①
－９５
－９８
－１０３
－１３１
－１００

備考）①は農林水産省の令和２（２０２０）年営農類型別経営調査の数値、②及び③は予測値。

②－①
－１８
－２０
－２１
－４８
－２１

③令和４年
４８
３

－６６
－２９
５

②令和３年
１２４
８１
１６
５４
８４

①令和２年
１４３
１００
３７
１０３
１０４

経産牛頭数規模
５０頭未満
５０～１００頭
１００～２００頭
２００頭以上
全 体 平 均

表１ 北海道の経産牛１頭当たり農業所得の予測 （千円）

③－①

－９０
－９５
－９８
－９８
－９６

②－①

－３４
－３５
－４２
－４１
－３９

③令和４年
（２０２２）

１６５
７６
５２
－２６
４１

②令和３年
（２０２１）

２２０
１３５
１０９
３１
９８

①令和２年
（２０２０）

２５４
１７０
１５０
７２
１３７

経産牛頭数規模

５０頭未満
５０～１００頭
１００～２００頭
２００頭以上
全 体 平 均

◎

価
格
転
嫁
へ
の
理
解
醸
成
進
む
・
鈴
木
部
会
長

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
畜
産
部
会
は
１２
日
、
不
足
払
い

史
上
初
と
な
る
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
単
価
、
食
肉
価
格
の
期

中
引
き
上
げ
の
諮
問
に
対
し
て
、「
妥
当
で
あ
る
」と
答
申
し
た
が
、

部
会
終
了
後
に
記
者
会
見
し
た
鈴
木
宣
弘
部
会
長
（
東
大
大
学
院
教

授
）
は
、
部
会
の
審
議
の
も
よ
う
な
ど
に
つ
い
て
、
①
史
上
初
め
て

期
中
改
定
し
た
こ
と
は
（
価
格
転
嫁
に
対
す
る
国
民
へ
の
）
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
と
思
う
、
②
部
会
で
は
、
価
格
が
上
が
る
と
困
る

と
い
う
意
見
は
皆
無
で
、
価
格
転
嫁
へ
の
理
解
醸
成
が
進
ん
で
い
る

と
感
じ
た
―
な
ど
、
要
旨
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

・
１２
日
の
畜
産
部
会
で
は
、
３０
〜
４０
代
の
若
い
生
産
者
の
廃
業
の

話
だ
け
で
な
く
、
赤
字
の
配
合
飼
料
メ
ー
カ
ー
や
倒
産
す
る
鶏
卵
、

食
肉
問
屋
が
出
て
い
る
な
ど
、
畜
産
経
営
の
疲
弊
が
周
辺
の
業
界
に

ま
で
及
ん
で
い
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
（
私
自
身
も
）
こ
の
ま
ま

い
く
と
、
牛
乳
が
店
頭
に
並
ば
な
く
な
る
と
か
、
他
の
畜
産
物
の
供

給
が
不
足
す
る
と
い
う
こ
と
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
と
感
じ

た
。
（
部
会
で
は
）
消
費
者
委
員
も
こ
の
不
安
を
共
有
し
て
価
格
が

上
が
る
と
困
る
と
い
う
意
見
が
皆
無
に
な
り
、
ど
う
や
っ
た
ら
食
料

自
給
率
を
維
持
し
、
国
内
の
食
料
、
畜
産
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
い
う
発
言
が
多
か
っ
た
。
海
外
で
は
牛
乳
の
価
格
が
昨

年
の
２
倍
と
な
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
は
価
格
に
反

映
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
そ
う
し
た
中
で
開
か
れ
た
今
日
の
会

合
で
は
、
消
費
者
の
（
価
格
転
嫁
へ
の
）
理
解
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
強
く
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
の
問
題
は
小
売
店
や
流
通
を
ど
う
動

か
す
か
だ
。

穀
物
・
大
豆
の
国
際
価
格
弱
含
み

食
料
・
農
業
知
っ
て
お
き
た
い
話
第
１０９
回

２
０
０
８
年
を
超
え
る
農
業
・
畜

産
危
機
に
も
動
か
ぬ
政
策
と
世
論

２
０
０
８
年
を
超
え
る
農
業
・
畜

産
危
機
に
も
動
か
ぬ
政
策
と
世
論

２
０
３
１
年
の
世
界
食
料
需
給
見
通
し

大
き
な
上
振
れ
の
リ
ス
ク
懸
念
も

東
京
大
学
教
授

鈴
木
宣
弘
氏

環
境
負
荷
低
減
へ
新
法
成
立

認
定
制
度
で
農
業
者
支
援
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農
水
省
は
４
月
２０
日
、
農

業
分
野
の
地
球
温
暖
化
緩
和

策
に
関
す
る
意
識
・
意
向
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。
「
農

地
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

・
吸
収
が
起
き
て
い
る
こ
と
」

「
堆
肥
や
緑
肥
等
の
有
機
物

の
施
用
に
よ
る
温
室
効
果
ガ

ス
吸
収
の
効
果
」
を
「
知
ら

な
か
っ
た
」
と
の
農
業
者
の

回
答
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の

６
割
、７
割
を
超
え
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
を
緩
和
す
る

た
め
、
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ

ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
削
減
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
農
業
分
野
で
も
緩
和

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

同
調
査
は
、
２２
年
１
月
上
旬

か
ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
実

施
。
農
業
者
２
７
７
６
人
か

ら
回
答
を
得
た
。
営
農
類
型

別
で
は
、稲
作
１
８
２
２
人
、

果
樹
類
３
９
１
人
、
露
地
野

菜
３
０
２
人
な
ど
。

▼
「
農
地
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
・
吸
収
（
※
）
が

起
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
か
」
は
、
「
知
っ
て
い

た
」
と
の
回
答
が
３５
・
５
％

で
、
「
知
ら
な
か
っ
た
」
は

６４
・
５
％
だ
っ
た
。

▼
「
堆
肥
や
緑
肥
等
の
有

機
物
の
施
用
に
よ
る
温
室
効

果
ガ
ス
吸
収
の
効
果
（
炭
素

が
土
壌
中
に
貯
留
）
を
知
っ

て
い
た
か
」
は
、
「
知
っ
て

い
た
」
が
２０
・
１
％
、
「
知

ら
な
か
っ
た
」
が
７６
・
０
％

だ
っ
た
。

▼
「
慣
行
的
な
堆
肥
施
用

量
と
比
較
し
て
ど
の
程
度
の

量
を
施
用
し
て
い
る
か
」
に

つ
い
て
は
、
「
施
用
し
て
い

な
い
」
が
４６
・
１
％
で
最
も

多
い
。
「
慣
行
よ
り
多
い
量

を
入
れ
て
い
る
」
は
４
・
５

％
、
「
概
ね
慣
行
と
同
程
度

施
用
し
て
い
る
」
は
１９
・
０

％
な
ど
と
な
っ
て
い
る

（
図
）
。

▼
堆
肥
に
つ
い
て
「
慣
行

よ
り
少
な
い
」
「
施
用
し
て

い
な
い
」
理
由
（
複
数
回
答
）

は「
散
布
に
労
力
が
か
か
る
」

が
４５
・
７
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
施
用
し
な
く
て
も

（
施
用
量
が
少
な
く
て
も
）

安
定
し
た
収
量
が
確
保
で
き

て
い
る
」
４０
・
４
％
、
「
堆

肥
の
価
格
が
高
い
」
１７
・
４

％
、
「
手
に
入
ら
な
い
」
１５

・
３
％
の
順
。

緑
肥
を
施
用
し
な
い
理
由

（
同
）
に
つ
い
て
も
、
「
労

力
が
か
か
る
」
が
４０
・
６
％

で
最
も
多
か
っ
た
。

▼
水
稲
を
栽
培
し
て
い
る

農
業
者
を
対
象
と
し
た
質
問

で
は
、

①
日
本
で
排
出
さ
れ
て
い

る
メ
タ
ン
の
う
ち
、
水
田
か

ら
出
て
い
る
メ
タ
ン
が
大
き

な
割
合
を
占
め
る
こ
と
を

「
知
っ
て
い
た
」
は
１０
・
９

％
と
低
い
。

②
水
田
か
ら
発
生
す
る
メ

タ
ン
が
約
３
割
削
減
さ
れ
る

中
干
し
期
間
の
延
長
（
慣
行

か
ら
１
週
間
程
度
）
に
取
り

組
ん
で
み
た
い
か
に
つ
い
て

は
、
「
既
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
が
２５
・
９
％
、
「
支
援

が
な
く
て
も
取
り
組
ん
で
み

た
い
」
が
２８
・
９
％
と
意
識

が
高
い
。

③
メ
タ
ン
が
約
５
割
削
減

さ
れ
る
秋
耕
（
稲
わ
ら
の
秋

す
き
込
み
）
に
取
り
組
ん
で

み
た
い
か
に
つ
い
て
は
、「
既

に
取
り
組
ん
で
い
る
」
が
５９

・
５
％
と
高
い
。

▼
消
費
者
の
意
識
・
意
向

も
調
査
し
て
い
る
（
回
答
１

千
人
）
。
農
地
で
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
・
吸
収
が
起
き

て
い
る
こ
と
を
「
知
っ
て
い

た
」は
、
２６
・
７
％
だ
っ
た
。

栽
培
過
程
で
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
が
少
な
い
農
産
物
を

「
値
段
に
関
係
な
く
買
い
た

い
と
思
う
」
は
７
・
０
％
に

と
ど
ま
り
、
「
他
の
農
産
物

と
同
価
格
で
あ
れ
ば
買
い
た

い
と
思
う
」
が
６９
・
７
％
を

占
め
て
い
る
。

消
費
者
の
理
解
増
進
を
図

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

※
水
田
か
ら
の
メ
タ
ン
排

出
（
メ
タ
ン
生
成
菌
が
酸
素

の
な
い
環
境
で
発
生
さ
せ

る
）
、
農
地
土
壌
か
ら
の
一

酸
化
二
窒
素
排
出
、
農
地
土

壌
に
お
け
る
土
壌
炭
素
貯
留

を
い
う
。

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
は
４
月
４
日
、
第
６
次

評
価
報
告
書
第
３
作
業
部
会

報
告
書
の
政
策
決
定
者
向
け

要
約
を
公
表
し
た
。
地
球
温

暖
化
を
抑
え
る
に
は
、Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
急
速

か
つ
大
幅
に
削
減
す
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
。
各
国
に
地

球
温
暖
化
抑
制
の
た
め
の
政

策
強
化
を
促
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
１
９
８
８
年

に
設
置
さ
れ
た
国
際
組
織

で
、
世
界
の
科
学
者
や
政
府

関
係
者
が
参
加
。
三
つ
の
作

業
部
会
が
地
球
温
暖
化
の
予

測
、
対
策
な
ど
を
ま
と
め
た

報
告
書
を
定
期
的
に
公
表
し

て
い
る
。今
回
の
報
告
書
は
、

１８
年
の
第
５
次
報
告
書
第
３

作
業
部
会
報
告
書
以
来
８
年

ぶ
り
。
気
候
変
動
の
緩
和
に

関
す
る
最
新
の
科
学
的
知
見

を
ま
と
め
た
。

報
告
書
は
、
人
為
的
な
温

室
効
果
ガ
ス
の
正
味
の
総
排

出
量
は
、
１
８
５
０
年
以
降

の
正
味
の
累
積
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
と
同
様
に
、
２
０
１
０
〜

１９
年
の
間
、
増
加
し
続
け
た

と
指
摘
。
一
方
、
１０
年
以
降
、

太
陽
光
・
風
力
発
電
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ
な
い

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｅ

Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
向
け
蓄

電
池
の
コ
ス
ト
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

産
業
革
命
前
か
ら
の
気
温

上
昇
を
１
・
５
℃
以
下
に
抑

え
る
に
は
、
世
界
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
ピ
ー
ク
を

遅
く
と
も
２５
年
以
前
と
す
る

こ
と
が
必
要
。
地
球
温
暖
化

抑
制
の
政
策
強
化
が
な
け
れ

ば
、
２５
年
以
降
も
排
出
量
が

増
加
し
、
今
世
紀
末
ま
で
に

３
・
２
℃
の
地
球
温
暖
化
を

も
た
ら
す
と
警
告
し
た
。

気
温
上
昇
を
抑
え
る
に

は
、
全
て
の
部
門
で
、
急
速

か
つ
大
幅
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と

が
必
要
。
そ
の
た
め
に
は
、

化
石
燃
料
使
用
全
般
の
大
幅

削
減
や
低
排
出
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
導
入
な
ど
、
大
規
模
な

転
換
が
必
要
に
な
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
側

だ
け
で
な
く
、
需
要
側
の
取

り
組
み
も
重
要
。
国
民
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
行
動
の
変

容
、イ
ン
フ
ラ
の
設
計
・
利
用

等
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
大
幅
に
削
減
で
き

る
と
分
析
し
て
い
る
。ま
た
、

気
候
変
動
を
緩
和
す
る
た
め

の
取
り
組
み
の
加
速
は
、
国

連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
も

欠
か
せ
な
い
と
し
て
い
る
。

岐
阜
県
の
北
西
部
に
位
置

ぐ

じ
ょ
う

し

た
か

す

ち
ょ
う

す
る
郡
上
市
高
鷲
町
ひ
る
が

の
高
原
（
旧
・
郡
上
郡
高
鷲

村
蛭
ヶ
野
高
原
）
は
、
標
高

９
０
０
〜
１
０
０
０
㍍
の
豪

雪
地
帯
。
夏
は
避
暑
地
と
し

て
、
秋
は
紅
葉
狩
り
、
冬
は

ス
キ
ー
と
、
一
年
を
通
し
て

観
光
客
が
訪
れ
る
。
戦
後
、

う
わ

の

き
っ
た
て

蛭
ヶ
野
・
上
野
・
切
立
の
三

地
区
で
、
緊
急
開
拓
事
業
が

実
施
さ
れ
た
。

大
日
ヶ
岳
の
火
山
活
動
で

で
き
た
扇
状
地
で
あ
り
、
か

つ
て
は
、
荒
れ
地
と
湿
地
が

広
が
っ
て
い
た
。
各
地
で
の

開
拓
は
、
蛭
ヶ
野
が
最
初
。

１
９
４
０
（
昭
和
１５
）
年
、

郡
上
郡
の
青
年
の
鍛
錬
場
が

開
設
さ
れ
、
満
州
（
現
・
中

国
東
北
部
）
に
開
拓
移
民
と

し
て
送
り
出
さ
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま

り
、
戦
況
が
悪
化
す
る
と
、

食
糧
確
保
の
た
め
に
開
拓
が

進
め
ら
れ
た
。
終
戦
後
、
４６

年
に
満
州
か
ら
引
き
揚
げ
て

き
た
開
拓
団
員
や
戦
災
者
ら

約
１
０
０
世
帯
が
三
地
区
に

入
植
し
、
本
格
的
な
開
拓
が

行
わ
れ
た
。

開
拓
当
初
か
ら
の
方
針

で
、
酪
農
を
目
指
し
た
。
ま

ず
は
、
強
酸
性
だ
っ
た
土
壌

を
改
良
し
、
主
食
と
な
る
作

物
を
育
て
、
生
活
の
安
定
を

図
っ
た
。５３
年
に
サ
イ
ロ
・
堆

肥
舎
施
設
を
建
設
。
５４
年
か

ら
乳
牛
を
導
入
し
、
本
格
的

に
酪
農
事
業
が
始
ま
っ
た
。

ま
た
、
焼
き
畑
で
開
墾
を

進
め
な
が
ら
、
夏
季

の
冷
涼
な
気
象
条
件

を
活
用
し
て
、
夏
出

し
ダ
イ
コ
ン
の
作
付

け
も
行
わ
れ
た
。

現
在
、
ひ
る
が
の

高
原
で
は
酪
農
が
盛

ん
な
ほ
か
、
ダ
イ
コ

ン
を
中
心
と
し
た
高

冷
地
野
菜
の
一
大
産

地
と
な
っ
て
い
る
。

同
高
原
を
縦
断
し
て
い
る

国
道
１
５
６
号
線
わ
き
の
広

場
に
記
念
碑
が
あ
る
。
碑
銘

は
「
開
拓
記
念
碑
」
。
旧
・

高
鷲
村
が
７８
年
に
建
立
し
た

も
の
で
、
裏
面
に
は
碑
文
が

刻
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
段
に
は
、
「
四
通

八
達
し
た
道
路
網
は
単
に
開

拓
入
植
者
の
み
な
ら
ず
既
存

集
落
住
民
も
亦
之
を
多
目
的

に
利
用
す
る
こ
と
と
な
り
、

高
冷
地
営
農
の
確
立
と
と
も

に
観
光
産
業
振
興
の
端
緒
と

も
な
り
、
こ
こ
に
か
っ
て
の

荒
野
は
転
じ
て
沃
野
と
化
し

天
の
恵
み
地
の
利
を
最
高
度

に
享
受
し
て
い
る
こ
と
は
ま

こ
と
に
感
慨
無
量
で
あ
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

福
岡
県
畜
産
事
協
発
足

福
岡
県
畜
産
農
業
協
同
組

合
は
４
月
３０
日
を
も
っ
て
業

務
を
停
止
。
引
き
続
き
、
新

組
合
「
福
岡
県
畜
産
事
業
協

同
組
合
」
が
５
月
１
日
か
ら

業
務
を
開
始
し
た
。
代
表
理

事
理
事
長
は
平
嶋
勝
博
氏
。

な
お
、
所
在
地
、
電
話
番

号
等
は
従
前
ど
お
り
。

元
・
全
国
開
拓
振
興
協
会

会
長
の
中
込
敏
郎
氏
が
４
月

１２
日
に
亡
く
な
っ
た
。
享
年

９５
歳
。
告
別
式
は
１７
日
、
栃

木
県
那
須
郡
那
須
町
の
「
セ

レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
久
遠
」
で

執
り
行
わ
れ
た
。

４６
（
昭
和
２１
）
年
、
満
州

か
ら
引
き
揚
げ
、
那
須
高
原

の
千
振
開
拓
地
に
入
植
。
千

振
開
拓
農
協
組
合
長
、
栃
木

県
開
拓
農
協
連
合
会
会
長
を

務
め
た
。
同
協
会
会
長
に
は

９８
年
に
就
任
し
、
０２
年
ま
で

務
め
、
開
拓
組
織
・
開
拓
営

農
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

全
開
連
人
事

（
５
月
１
日
付
）

▽
東
日
本
支
所
次
長
・
青

森
事
業
所
駐
在
（
管
理
部
付

・
栃
木
県
開
拓
農
協
出
向
）

酒
井
浩
太
▽
管
理
部
付
・
全

国
開
拓
振
興
協
会
出
向
（
管

理
部
）
大
貫
航

全
国
開
拓
振
興
協
会
人
事

（
５
月
１
日
付
）

▽
開
拓
情
報
部

大
貫
航

開
拓
組
織
の
動
き

５
月
後
半
か
ら
６
月
中
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
及
び
関
係
機

関
・
団
体
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

５
月

１７
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議
（
熊
本
）

６
月

６
日

㈱
全
日
本
農
協
畜
産

公
社
株
主
総
会

９
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

畜
産
・
酪
農
政
策
並
び

に
予
算
要
請
事
項
取
り

ま
と
め
会
議

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１０
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

第
７７
回
通
常
総
会
・
中

央
常
任
委
員
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

第
１０
回
定
時
総
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

畜
産
・
酪
農
政
策
並
び

に
予
算
要
請
行
動

【
訂
正
】
前
号
３
面
の
２０

年
度
６
次
産
業
化
総
合
調
査

結
果
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

１
事
業
体
当
た
り
の
年
間

販
売
金
額
：
農
産
物
直
売
所

４
４
６
４
万
円
（
前
年
度
比

０
・
２
％
増
）
、
農
産
加
工

２
７
９
７
万（
４
・
３
％
減
）

業
態
別
従
事
者
数
増
減
：

観
光
農
園
１
・
８
％
減
、
農

家
民
宿
２６
・
３
％
減

岐阜県郡上市高鷲町ひるがの高原

堆
肥「
施
用
し
て
い
な
い
」農
業
者
４６
％

地
球
温
暖
化
緩
和
策
に
関
す
る
意
識
・
意
向
調
査

「開拓記念碑」

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
加
速
を

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
報
告
書

元
・
全
国
開
拓

振
興
協
会
会
長

中
込
敏
郎
氏
逝
去
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消
費
者
庁
は
４
月
８
日
、

「
２１
年
度
消
費
者
の
意
識
に

関
す
る
調
査
結
果
報
告
書
」

を
公
表
し
た
。
全
国
の
満
１８

歳
以
上
の
男
女
５
千
人
を
対

象
に
行
っ
た
も
の
。
食
品
ロ

ス
、
規
格
外
農
産
物
・
食
品

の
認
知
度
は
そ
れ
ぞ
れ
８

割
、
５
割
と
な
っ
て
い
る
。

「
食
品
ロ
ス
問
題
の
認
知

度
（
単
数
回
答
）
」
は
、「
よ

く
知
っ
て
い
る
」
「
あ
る
程

度
知
っ
て
い
る
」
を
合
わ
せ

た
「
知
っ
て
い
る
」
が
８０
・

９
％
で
、
前
回
調
査
か
ら
１

・
５
㌽
増
加
し
た
。
一
方
、

「
あ
ま
り
知
ら
な
い
」
「
全

く
知
ら
な
い
」
を
合
わ
せ
た

「
知
ら
な
い
」は
１９
・
０
％
で
、

１
・
６
㌽
減
少
し
て
い
る
。

年
代
別
に
み
る
と
、
「
知

っ
て
い
る
」
が
７０
代
以
上
で

９０
・
７
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
６０
代
で
８６
・
０
％
、
１８

〜
１９
歳
で
８５
・
１
％
だ
っ
た
。

一
方
、「
知
ら
な
い
」
は
２０
代

で
３３
・
９
％
、
３０
代
で
２９
・

７
％
、
４０
代
で
２１
・
３
％
と
、

概
ね
若
年
層
で
認
知
度
が
低

い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

「
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た

め
の
取
り
組
み
（
複
数
回

答
）
」
は
、
「
残
さ
ず
に
食

べ
る
」
が
６９
・
３
％
が
最
も

高
く
、
次
い
で
「
賞
味
期
限

を
過
ぎ
て
も
す
ぐ
に
捨
て

ず
、
自
分
で
食
べ
ら
れ
る
か

判
断
す
る
」
が
４７
・
２
％
、

「
冷
凍
保
存
を
活
用
す
る
」

が
４５
・
１
％
だ
っ
た
。
「
食

品
ロ
ス
を
知
っ
て
い
て
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
る
（
単
数

回
答
）」は
、
７８
・
３
％
と
、

１
・
７
㌽
増
加
し
て
い
る
。

「
規
格
外
農
産
物
・
食
品

の
認
知
度
※
（
同
）
」
は
、

「
知
っ
て
い
た
」
が
４８
・
０

％
と
最
も
高
く
、次
い
で「
知

ら
な
か
っ
た
」が
３２
・
１
％
、

「
言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、

内
容
は
知
ら
な
か
っ
た
」
が

２０
・
０
％
だ
っ
た
。

「
規
格
外
農
産
物
・
食
品

に
つ
い
て
の
考
え
（
同
）
」

は
、
「
形
や
見
た
目
が
悪
く

て
も
品
質
（
味
）
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
購
入
す
る
」
が
５１

・
１
％
、
「
通
常
品
よ
り
も

値
下
げ
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば

購
入
す
る
」
が
３６
・
６
％
の

順
で
高
い
。

「
規
格
外
農
産
物
・
食
品

の
認
知
と
考
え（
同
）」は
、

図
の
と
お
り
。
規
格
外
農
産

物
・
食
品
を
知
っ
て
い
た
人

は
「
品
質
（
味
）
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
購
入
す
る
」
が
最

も
高
く
、
言
葉
の
み
知
っ
て

い
て
内
容
は
知
ら
な
か
っ
た

人
・
知
ら
な
か
っ
た
人
は
、

「
値
下
げ
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
購
入
す
る
」
が
最
も
高
か

っ
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
食
品
の

消
費
行
動
の
変
化（
同
）」で
、

「
増
え
た
」
は
「
（
自
身
や
家

族
が
）
家
庭
内
で
料
理
を
作

る
回
数
」
が
２４
・
３
％
と
最

も
高
く
、
「
冷
凍
・
加
工
食

品
な
ど
保
存
が
き
く
食
材
の

購
入
」
が
２３
・
１
％
、
「
食

材
の
買
い
物
（
一
度
の
購
入

量
）」が
１９
・
７
％
だ
っ
た
。

「
賞
味
期
限
と
消
費
期
限

の
違
い（
同
）」は
、「
知
っ
て

い
た
」が
７１
・
９
％
、「
言
葉
は

知
っ
て
い
た
が
、
違
い
は
知

ら
な
か
っ
た
」が
１８
・
０
％
、

「
知
ら
な
か
っ
た
」
が
１０
・

２
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

※
形
や
見
た
目
が
悪
い
、

傷
つ
い
た
な
ど
の
理
由
で
市

場
に
出
回
ら
な
い
も
の
。

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

３
月
２３
日
、
「
農
業
景
況
調

査
（
２２
年
１
月
）
」
の
結
果

を
公
表
し
た
。
ス
ー
パ
ー
Ｌ

資
金
ま
た
は
農
業
改
良
資
金

の
融
資
先
の
う
ち
７
１
７
１

先
か
ら
回
答
を
得
た
。
全
体

の
通
年
の
見
通
し
は
ほ
ぼ
横

ば
い
だ
っ
た
が
、
畜
産
は
全

業
種
で
低
下
の
見
通
し
と
な

っ
て
い
る
。

農
業
全
体
の
２１
年
の
農
業

景
況
Ｄ
Ｉ
（
前
年
実
績
と
比

べ
て
「
良
く
な
っ
た
」
の
構

成
比
か
ら
「
悪
く
な
っ
た
」

の
構
成
比
を
差
し
引
い
た
も

の
）
は
、
２０
年
実
績
か
ら
４

・
７
㌽
低
下
し
、
マ
イ
ナ
ス

（
以
下
、
▲
）
２９
・
６
だ
っ

た
。業

種
別
に
み
る
と
、
耕
種

で
は
、
茶
（
▲
７８
・
０
↓
▲

０
・
９
）
、
果
樹
（
▲
１６
・

８
↓
１１
・
９
）
、
畑
作
（
▲

３２
・
３
↓
０
・
２
）
な
ど
で

大
き
く
回
復
し
た
。
畜
産
で

は
、
肉
用
牛
（
▲
４３
・
９
↓

▲
３
・
１
）
が
前
年
の
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
値
か
ら
回
復
し

た
。一

方
、
耕
種
で
は
施
設
野

菜（
▲
２８
・
１
↓
▲
３２
・
３
）

が
低
下
し
た
。
畜
産
で
は
、

養
豚（
４４
・
３
↓
▲
３６
・
４
）、

北
海
道
酪
農
（
▲
１９
・
３
↓

▲
３２
・
８
）
、
都
府
県
酪
農

（
▲
１６
・
４
↓
▲
３９
・
５
）

で
低
下
し
た
。

２１
年
の
生
産
コ
ス
ト
Ｄ
Ｉ

（
▲
６８
・
１
）
が
前
年
か
ら

３１
・
９
㌽
低
下
し
、
大
幅
な

マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
た
。
資

材
価
格
高
騰
等
に
よ
る
費
用

の
増
加
が
重
荷
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
原
因
と
み
ら
れ

る
。２２

年
全
体
の
見
通
し
は
、

▲
２８
・
７
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い

と
見
込
ま
れ
る
。
耕
種
で
は

畑
作（
０
・
２
↓
▲
１９
・
８
）、

茶（
▲
０
・
９
↓
▲
１０
・
７
）

な
ど
で
低
下
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
畜
産
で
は
、
北
海
道

酪
農
（
▲
３２
・
８
↓
▲
５４
・

７
）
、
都
府
県
酪
農
（
▲
３９

・
５
↓
▲
４７
・
１
）
、
肉
用

牛（
▲
３
・
１
↓
▲
１２
・
０
）

な
ど
、
全
業
種
で
低
下
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
露
地
野
菜
（
▲
２１

・
４
↓
▲
１１
・
５
）
、
施
設

野
菜
（
▲
３２
・
３
↓
▲
１２
・

０
）
、
果
樹
（
１１
・
９
↓
１５

・
３
）
で
は
上
昇
が
見
通
さ

れ
て
い
る
。

「
農
業
経
営
の
課
題
」は
、

「
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
」
が

７１
・
８
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
販
売
単
価
の
低
迷
」

が
６２
・
４
％
、
「
労
働
力
の

不
足
」が
２９
・
０
％
だ
っ
た
。

耕
種
で
は
、
果
樹
で
「
労
働

力
の
不
足
」４９
・
６
％
、「
資

金
の
不
足
」
２９
・
１
％
と
他

業
種
と
比
べ
て
高
い
傾
向
だ

っ
た
。
畜
産
で
は
、
都
府
県

酪
農
、
肉
用
牛
で
、「
資
金
の

不
足
」
が
そ
れ
ぞ
れ
３１
・
０

％
、
３１
・
３
％
で
他
業
種
に

比
べ
て
高
い
傾
向
だ
っ
た
。

「
経
営
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
」
は
、
「
効

率
化
へ
の
設
備
増
強
」
が
４９

・
２
％
、
「
生
産
規
模
の
拡

大
」
が
３７
・
８
％
、
「
人
材

確
保
、
育
成
の
強
化
」
が
２８

・
４
％
だ
っ
た
。
耕
種
で
は
、

畑
作
で
「
新
技
術
の
導
入
」

が
４０
・
６
％
、
果
樹
で
「
新

品
種
の
導
入
」
が
３７
・
１
％

で
他
業
種
よ
り
高
か
っ
た
。

畜
産
で
は
、
都
府
県
酪
農
は

「
現
状
維
持
」
が
３７
・
１
％

と
他
業
種
よ
り
高
か
っ
た
。

（注） ≦―５０＜ ≦―２０＜ ≦―５＜ ＜５≦ ＜２０≦

総
務
省
は
３
月
１８
日
、

「
２１
年
度
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
隊
員
数
等
に
つ
い

て
」の
調
査
結
果
を
公
表
。

２１
年
度
の
隊
員
数
は
６
０

０
５
人
で
、
前
年
度
か
ら

５
４
１
人
増
と
な
っ
た
。

旧
「
田
舎
で
働
き
隊
（
農

水
省
）
」
の
隊
員
数
も
合

わ
せ
た
人
数
は
６
０
１
５

人
で
、
前
年
度
か
ら
４
５

５
人
増
加
し
た
。
受
け
入

れ
自
治
体
数
は
１
０
８
５

団
体
と
、
前
年
度
か
ら
２０

団
体
増
加
し
た
。

男
女
比
は
男
性
が
５９
・

３
％
、
女
性
が
４０
・
７
％

と
、
と
も
に
前
年
度
と
同

率
だ
っ
た
。年
代
別
で
は
、

３０
代
が
３５
・
０
％
（
１
・

６
㌽
減
）
、
２０
代
が
３３
・
６

％
（
２
・
７
㌽
増
）
、
４０
代

が
２０
・
２
％（
１
・
３
㌽
減
）

だ
っ
た
。

２１
年
３
月
３１
日
ま
で
に
任

期
を
終
え
た
隊
員
は
８
０
８

２
人
で
、
前
回
調
査
（
２０
年

３
月
３１
日
時
点
）
か
ら
１
５

５
７
人
増
加
し
た
。
う
ち
男

性
は
４
９
９
１
人
、
女
性
は

３
０
９
１
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ

９
１
５
人
、
６
４
２
人
増
。

年
代
別
で
は
、
３０
代
が
３
２

１
０
人
（
６
１
２
人
増
）
、

２０
代
が
２
３
９
０
人
（
３
８

９
人
増
）
、
４０
代
が
１
７
４

２
人（
３
７
９
人
増
）の
順
。

２０
〜
３０
代
の
隊
員
で
全
体
の

６９
・
３
％
を
占
め
て
い
る
。

同
一
市
町
村
に
定
住
し
た

隊
員
は
５
２
８
１
人
（
６５
・

３
％
）
で
、１
１
６
７
人
増
。

進
路
で
は
、
起
業
が
１
７
７

９
人（
４１
・
４
％
）、就
業
が
１

６
７
８
人
（
３９
・
１
％
）
、就

農
・
就
林
等
が
４
９
５
人（
１１

・
５
％
）の
順
で
多
い
。
就
農

・
就
林
等
で
は
、
農
業
が
４

０
４
人
（
６３
人
増
）、林
業
が

４７
人
（
２
人
増
）、畜
産
業
が

２１
人（
３
人
増
）の
順
で
多
か

っ
た
。

農
水
省
は
４
月
１５
日
、「
毎

日
お
茶
の
あ
る
暮
ら
し
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
今
年
の
新
茶
シ
ー
ズ
ン

の
本
格
化
に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
。
前
年
３
月
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
「
日
本
茶
と
暮
ら

そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
で
、
新
た
な
取
り
組
み
と

な
る
。

茶
の
卸
・
小
売
事
業
者
を

対
象
に
２１
年
１２
月
末
時
点
の

一
番
茶
在
庫
量
と
２２
年
産
の

一
番
茶
の
荒
茶
の
仕
入
れ
見

込
み
に
つ
い
て
同
省
が
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
「
昨
年
と
比

べ
た
在
庫
量
が
６０
％
未
満
」

「
６０
〜
８０
％
」
「
８０
〜
１
０

０
％
」
を
合
わ
せ
た
「
昨
年

（
２０
年
）
同
期
よ
り
在
庫
量

が
少
な
い
」
が
、
５５
・
０
％

だ
っ
た
。
「
昨
年
と
同
等
」

か
ら
「
３
割
増
」
ま
で
を
合

わ
せ
た
「
仕
入
れ
見
込
量
は

昨
年
以
上
か
同
程
度
」
は
７２

・
０
％
だ
っ
た
。
国
内
外
に

向
け
た
日
本
茶
の
さ
ら
な
る

ア
ピ
ー
ル
が
必
至
と
な
る
。

多
く
の
人
に
お
茶
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
日
常
で

日
本
茶
を
も
っ
と
多
く
飲
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
指
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
お
茶
を

楽
し
む
時
間
を
増
や
し
て
も

ら
う
た
め
、
お
茶
に
関
わ
る

組
織
な
ど
と
連
携
し
、
日
本

茶
の
様
々
な
楽
し
み
方
を
発

信
し
て
い
く
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
①

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同
す
る

茶
専
門
店
な
ど
の
組
織
か

ら
、
「
日
本
茶
へ
の
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
「
機
能
性
成
分

な
ど
の
、
お
茶
の
持
つ
魅
力

を
つ
づ
っ
た
記
事
や
動
画
」

を
募
集
②
集
ま
っ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
な
ど
を
、
同
省
の
特
設

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
③
寄
せ
ら
れ
た
日
本
茶

の
様
々
な
情
報
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
同
省
の
若
手
職

員
が
実
際
に
、集
ま
っ
た「
新

た
な
日
本
茶
の
楽
し
み
方
」

を
体
当
た
り
で
実
践
し
、
同

省
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
発

信
―
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

む
。日

本
茶
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
消
費
が
促
進
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

２２年
通年見通し

▲２８．７

▲５４．７

▲４７．１

▲１２.０

▲４３．０

２１年
実績

▲２９．６

▲３２．８

▲３９．５

▲３．１

▲３６．４

２０年
実績

▲２４．９

▲１９.３

▲１６．４

▲４３．９

４４．３

業種

農業全体

酪農
（北海道）

酪農
（都府県）

肉用牛

養豚

２２年
通年見通し

▲１９．８

▲１１．５

▲１２．０

▲１０．７

１５．３

２１年
実績

０．２

▲２１．４

▲３２．３

▲０．９

１１．９

２０年
実績

▲３２．３

▲３２．８

▲２８．１

▲７８．０

▲１６．８

業種

畑作

露地野菜

施設野菜

茶

果樹

日本公庫 畜産は全業種低下見通し

果樹・野菜で景況
ＤＩ回復見込み

㈱日本政策金融公庫の資料から抜粋

地域おこし協力隊
２１年度、４５５人増加
任期後６５％が定住

�

�

�

�

�

農業景況天気図（２０年実績、２１年実績、２２年通年見通し）
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�

�

�

�

�

�

�

�
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�

�

�

�

�

消費者庁

規
格
外
農
産
物
・
食
品
認
知
約
５
割

「毎日お茶のある暮らし
キャンペーン」開始

日本茶の消費拡大へ

２１
年
度
消
費
者
の
意
識
に
関
す
る
調
査
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ほ

日本茶には様々な需要に応じた栽培
方法がある。その中で「かぶせ茶」は、
ワラや寒冷紗などで１週間前後茶園を
覆う被覆栽培によって、渋みが少なく
甘みの強いお茶に育てたものを指す。
近年、ドリンク原料やティーバッグ、
加工用粉末茶など、様々な形に茶葉の
用途がひろがっており、これらの用途
に適した二番茶かぶせ茶は実需者から
成分品質の安定化が求められている。
三重県農業研究所（亀山市）は、かぶ

せ茶の摘採時期の決定をより正確に行
う方法を公表した。
◇茶の摘採には、茶葉の品質の指標
である「全窒素含量」が重要となる。
一般的に、茶の新芽は早期に摘採する
ほど全窒素含量が高い。茶葉が育つに
つれて含量は減少するが同時に収量は
増えるため、全窒素含量と収量のバラ
ンスの取れたタイミングでの摘採が望
まれる。
農研機構が開発・提供している「メ

ッシュ農業気象データ」を使い、一番
茶摘採後から二番茶摘採までの積算温
度を指標にして摘採時期を予測する方
法となっている。
同研究所のほ場で得られたデータか
ら、窒素含量の目標値を４．８％に設定し
た場合は、積算温度の最大値は９３５度と
なる。
◇この条件に合った状態で摘採を行
ったところ、目標の４．８％に含量が届か
なかったのは１０．９％で、約９割で的確
に予測することができた（図）。同研究
所は現在、摘採日の予測データをホー
ムページ上で試験的に公開している。
同研究所は留意点として、予測は二
番茶かぶせ茶の全窒素含量を基準にし

て品質の面を重視して収穫するもので
あるため収量は考慮されていないこと
と、適用範囲の拡大や予測の精度を向
上したい場合、降水量や各茶園の樹勢
などを予測に反映させる必要があるこ
となどを挙げている。

パイプハウスは、台風などの気象災
害で破損を受けるリスクが常にあり、
耐候性が求められるが、必要以上の補
強を重ねるとオーバースペックとなり
やすい。また、近年農業資材が高騰し
ていることから、安価でありながら強
度を持たせることが望まれている。
山口県農林総合技術センター（山口
市）は、部材費を抑えつつ、ハウス構
造と金具の選定をポイントとした、耐
候性パイプハウス仕様を考案した。
◆考案された仕様は以下の２つ。
①「基本構造」は主に農業用一般鋼
管（直径３１．８㎜、厚さ１．６㎜）のアーチ
パイプと直管で構成し、７５㎝間隔で設

置する。
②「筋交い（ブレース補強）構造」
は、鋼管直径１９．１㎜、厚さ１．２㎜以上を
使ったブレース補強パイプを１５０㎝間
隔で設置する。「筋交い構造」は内張
り構造を兼ねている。
これまでに、様々な鋼管（直径、厚
さ、材質）の曲げ強度や直行接続部品
の保持力を調査し、得られた成果（直
径３１．８㎜の一般鋼管と鋼板製クロス金
具の組み合わせが、最も保持力を高く
できる等）が反映されている。
また、即強化につながる推奨事項（ク
ロス金具類のクサビや直管同士の接合
部は、金切りビスで留めることなど）

が挙げられている。
◆雨除け品目向け仕様の「基本
構造」は、一般的で安価なパイプ
ハウス（直径２５．４㎜一般鋼管、アー
チ間隔５０㎝）と同等の価格で、１．６
倍に強度を増すことができる。ま
た、冬春品目向け仕様の「基本構
造＋筋交い構造」は、比較的耐候
性の高いパイプハウス（直径３１．８
㎜一般鋼管、アーチ間隔５０㎝、内
張構造有）よりも約２割近く安価
でありながら、同等の強度を発揮した。
構造や推奨事項は、多方面で新設だ
けでなく既設ハウスの強度向上にも応
用することができる。
留意点として、同仕様は垂直荷重の

みを評価したものであるため、実際の
導入では、他要素（水平方向の風圧力
や地盤強度等）も考慮する必要がある
こと等を挙げている。詳しくは同セン
ターのホームページを参照のこと。

キュウリのうどんこ病・べと病・褐
斑病は重要病害であり、発病前からの
定期的な予防剤の散布が不可欠であ
る。一方で、農業における薬剤散布は
低コスト化も重要な課題の一つとなっ
ている。
このような中、宮城県農業・園芸総
合研究所（名取市）は、１５葉目以下の
葉に重点的に薬剤散布を行うことで、
従来の４分の３程度に農薬の散布量を
削減することが可能であることを試験
により明らかにした。
〈方法〉
うどんこ病及びべと病は、キュウリ
の下位葉から発病し、上位葉へと病勢
が拡がっていく。試験では、薬剤の種
類及び散布タイミングによる影響を避
けるため、ＴＰＮ水和剤１０００倍液のみ
を使用した。そして、キュウリの全葉

（本葉２０葉で摘心）のうち、１５葉目以
下の葉に限定して、予防的な薬剤散布
を７～１０日間隔で行った。
〈結果〉
散布する薬液量を２５％程度削減でき
ることがわかった。また、キュウリ１０
株について、全葉に薬剤を散布する場
合に作業時間が４分以上かかるのに対
し、１５葉以下に限定して薬剤を散布し
た場合は３分以下となり、作業時間が
短縮した。さらに、薬剤の被曝が軽減
された。
同研究所は留意点として、３病害に
対してより高い防除効果を得るために
は、品種それぞれの抵抗性や薬剤の種
類、薬剤のローテーションなど、ほか
の技術と組み合わせることで総合的な
対策を実施することが重要であるとし
ている。

無代かき移植水稲栽培の後作に大
豆を栽培した場合、収量が増加する
事例がこれまで報告されている。し
かし、収量が増加する要因と、ほ場
の土壌条件は不明のままだった。農
研機構北海道農業研究センター（札
幌市）は、道内の生産者ほ場で、前
作水稲の代かきの有無が後作大豆の
収量に及ぼす影響を調査した。
２０１７年～１９年にかけて、岩見沢市
の２１生産者、計４７ほ場で大豆を栽培
した。前年の水稲の耕起作付け体系
（代かき移植、無代かき移植または
乾田直播）のみを基準にほ場を選択
し、栽培管理は各生産者に任せたう
えで調査を実施した。
大豆の３年間の１０ａ当たりの平均
収量は代かき移植が３５２㎏、無代かき
移植が４１１㎏、乾田直播が４０４㎏だっ
た（図）。代かきを省略した場合で
は、代かきを行った場合に比べて有
意に１５％以上収量が多かった。
また、土壌条件については、粘土
割合と有効水保持能が大きく関わっ
ていることを指摘している。代かき

移植処理のほ場では、粘土割合が増え
るほど有効水保持能は急激に低減して
おり、大豆収量も同時に低下する傾向
を示した。無代かき移植や乾田直播で
は、粘土割合の増加に伴った有効水保
持能の低下は比較的緩やかで、大豆収
量の低下はみられなかった。
以上のことから、粘土割合が高いほ
場ほど、前年の作付け体系によって大
豆収量に差が出ることが示された。同
センターは、粘土割合が高いほ場で代
かきを省略した水稲栽培を導入する
と、代かきを行った場合と比べ後作大
豆の収量増加につながると結論付けて
いる。

「基本構造＋筋交い構造」のパイプハウス

表 薬剤散布の葉位と散布者への被曝の関係（２０１８年）
調査用紙設置部位

額 耳 口 肩 ひじ 胸 腹 太もも 薬散所要時間 使用薬液量比
薬散葉位 右 左 右 左 右 左 右 左 ２ｍ５７ｓ

４m１８s

７５

１００
１５葉以下 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ―
全葉 ― ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ○

※全国農村教育協会販売の落下調査用紙（黒）で調査、○は薬液付着あり、―はなし
※キュウリ１０株に薬剤散布
※１５葉以下散布区はキュウリの草丈約１．５m、全葉散布区は１．８m程度 （宮城県農業・園芸総合研究所の資料から）

二番茶かぶせ茶の摘採日予測
メッシュ農業気象データ活用で

鋼管と鋼板製クロス金具で工夫
安価にパイプハウスを強化

山口県農林総合技術センターの資料から

後作大豆の収量
１５％以上増加
水稲との田畑輪換で

キュウリの中・下位葉を重点防除 薬剤散布量
２５％ 削 減
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（公社）北海道酪農検定検査協会が
３月３１日～４月２８日にオンライン配信
した「２０２１年度検定情報活用研修会」
にて、北海道の戦後開拓農家である田

すぐる

中傑さん（３７歳）が「牧場改善のため
の乳検を活用した問題の究明と解決」
と題して発表。現場で活躍する生産者
の実体験を通した知見を共有した。
□発表内容□
傑さんは牧場の問題解決のために、

「良くないと思うことをピックアップ」
「原因→結果に並べ替えて矢印を引く」
「情報の整理整とんをしやすくする」の
３つのポイントの重要性を説明した。
傑さんが考えた架空の牧場を舞台

に、問題究明と解決の手順を紹介。①
牧場の良くないことを「緑」カードで
列挙②乳検のデータでの良くないこと
（例：「分娩間隔が４５０日」など）を
「ピンク」カードで列挙③途中で思い
ついたことを「赤」カードで用意④関
連がある順に①と②と③のカードを並
べ替えて、現象→原因へと矢印を引く

―という手順を取る。矢印を引き終え
ると、そのまま牧場の根本的な問題が
可視化される。
可視化された問題は、分かりきって
いることにたどり着くことが多いが、
このように牧場の問題を洗い出すこと
は、根本的な牧場の課題解決につなが
り、費用対効果が得やすいと解説。あ
る程度自分たちで牧場の問題を洗い出
してからは、専門家に相談することも
視野に入れ、根本的な問題を「ヒト」
「モノ」「カネ」「ジカン」を用いて
解決することが大切だと力説した。
□牧場の歴史□
傑さんの牧場「アットファーム㈱」
は、道東の野付郡別海町に位置してい

る。満洲開拓に渡っていた曽祖父・岩
太郎さんが、帰国後、４８（昭和２３）年

ふ う れ ん

に開拓団として当時の風連地区（現・
光進地区）に入植したのが始まり。

う っ そ う

当初は酪農ではなく、鬱蒼とした原
生林を畑にするため木こりをし、炭焼
きで生計を立てた。畑ができた後に酪
農をスタート。曽祖母・とめさんと一
緒に力を合わせ開拓を進めた。その後、
二代目の祖父・貞彦さんと祖母・妙さ
ん、三代目の父・博行さんと母・昌子
さんへと牧場は受け継がれていき、傑
さんの代まで四代に渡って牧場を守り
続けている。
開拓後６０年以上の歴史を土台に、１４
年にアットファーム㈱へと法人化。１５
年１２月から３００頭規模の新牛舎も稼働
し、現在もさらなる生産拡大を目指し
ている。１８年１２月には牧場としては国

内で初めてグローバルＧＡＰを取得。
１９年４月に新たにＪＧＡＰも取得し
た。この２つのＧＡＰ認証を受けてい
る、日本で唯一の牧場となっている。
現在は、傑さんと父・博行さんと母
・昌子さんの家族３名、従業員５名の
８名で営農を行っている。搾乳頭数は
約３００頭で、子牛なども合わせると６５０
頭ほどを飼育中。草地約９０ha、デント
コーン約４０ha も管理している。
昨年には、農水省主催の２０年度「未
来につながる持続可能な農業推進コン
クール」にて生産局長賞を受賞した。搾
乳管理などパソコンのデータ管理を営
農に活かしているほか、牧場には宿泊
施設も設置。動画サイトを作成し生産
者に向けたお役立ち情報の発信も行う
など、初代からの牧場を守りつつ、傑
さんは常に新しい挑戦を続けている。

（一社）日本養豚協会は３月３１日、
２１年度の「養豚農業実態調査報告書」
を公表した。全国の７６４経営体の回答を
集計したもの。
○後継者について（７３８経営体）は、

「決まっている」が２７．６％（２０４経営体、
前回調査比０．１㌽減）。次いで「後継者
はいない・考えていない」が２１．１％（１５６
経営体、１．７㌽減）、「対象者はいるが、
現在は決まっていない」が１８．８％（１３９
経営体、２．１㌽増）だった。
○今後の養豚経営の意向（７０９経営

体）は「規模拡大予定」が２６．２％（０．１
㌽減）でほぼ横ばい。「現状維持」が
６５．２％（１．１㌽減）、「規模縮小予定」
が８．６％（１．１㌽増）だった。「規模拡
大予定」では、２０～３０代で５０．０％と若年
層で高い傾向。
地域別では、「規模拡大予定」が「近
畿」で３５．７％と高い。
○どのような品質の豚肉生産を目指
しているか（複数回答・６７８経営体）は、

「脂肪交雑の良いものなど特色ある豚
肉生産」が４１．４％、次いで「実需者の
オーダーに基づき生産」が３２．２％など
となっている（表）。
地域別では「北海道・東北」「近畿」
「中国・四国」で「脂肪交雑の良いも
のなど特色ある豚肉生産」が高く、地
域ごとの傾向の違いがみられた。
○豚肉の品質の為に取り組んでいる
こと（同・６５６経営体）は、「飼料を工
夫している」が５６．６％、次いで「飼養
管理方法を工夫している」が４４．７％、
「種豚の血統・交配方法を工夫してい
る」が４３．１％だった。
地域別では「近畿」で「飼料を工夫
している」が７１．４％、「飼養管理方法
を工夫している」が５０．０％と高かった。
また、「北海道・東北」「関東」では、
「種豚の血統・交配方法を工夫してい
る」が高い傾向だった。
○豚熱ワクチンの接種率（７１１経営

体）は、「接種している」が６６．１％（１６．２

㌽増）だった。接種意向（２２７経営体）
は、「接種範囲に指定されればしたい」
が６３．４％の一方、「接種したくない」
が２８．６％だった。

地域別の豚熱ワクチン接種による影
響（複数回答・６０８経営体）は、「影響
はなかった」が５４．８％（４４．０㌽増）と大
きく増えた。

関東では春の彼岸以降、豚熱が
４例発生した。全国で野生イノシ
シの感染状況を検査しており、最
も西で豚熱陽性の個体が確認され
たのは兵庫県だったが、３月１７日
に山口県、２２日には広島県でも確
認された。兵庫県から一気に本州
の西端まで広がったこととなる。
海を挟んですぐ先に九州がある。
兵庫県から山口県までの間で

は、今のところ感染したイノシシは
確認されていない。では、どこで伝
播したのかである。
新型コロナウイルス感染症は爆発
的な拡大から、高止まりではあるも
のの幾分落ち着いた状況となってい

る。陽気も良くなり人の往来
が活発になったことで、人や
車の移動を介した伝播の可能
性もある。
九州は養豚生産の大きな産
地でもあり、全国の養豚関係
者は侵入防止に一段の防疫体
制の強化が求められる。
（全開連参事 臼井靖彦）

（公財）日本乳業技術協会は３月
２４日、２１年（１～１２月）の「全国集
乳路線別生乳成分調査」の結果を公
表した。乳業会社など８社から回答
を得たもの。
工場に搬入された生乳をローリー
単位で、調査路線数とした。７７７１路
線（２１路線減）が対象。１日当たり
の全生乳生産量に対する調査対象乳

量の割合は４０．７％（０．３㌽減）を占めて
いる。
全国の乳脂率の通年平均は３．９３８％

（前年比０．００８㌽増）。地域別にみると、
全国通年平均を上回った地域は北海道
（３．９４８％）のみだった。
前年から引き続き、乳脂率は３．９％以
上４．０％未満が最も多く、全体の２３．８％
（１．２㌽減）を占める。３．５％以上３．６％
未満が１．８％（０．６㌽増）、３．５％未満が
０．７％（０．３㌽減）だった。
無脂乳固形分率の全国通年平均は

８．８２７％（０．０２７㌽増）だった。

消費者ニーズを踏まえた豚肉の品質に関する意識：複数回答・地域別（６７８経営体）（％）
Ｎ＝
（経
営体
数）

脂肪交雑の良い
ものなど特色あ
る豚肉生産

実需者のオーダ
ーに基づき生産

ＳＤＧｓやアニマルウ
ェルフェアへの配慮な
ど消費者の多様な価値
観に対応した生産

品質よりも生産
性（低コスト生
産）を優先

消費者ニーズは把
握しているが、豚
肉生産の上では特
に対応していない

その他 あてはまるもの
はない

全 国 ６７８ ４１．４ ３２．２ ２１．５ １５．０ １１．９ ６．０ １０．８

北海道・東北 １６２ ５１．２ ３５．８ ２９．０ ９．９ ８．６ ５．６ ７．４

関 東 １７７ ４１．２ ３６．７ ２０．９ １５．３ １１．９ ４．５ ９．６

北 陸 ３８ ３６．８ ２１．１ １５．８ １３．２ ２３．７ ７．９ １３．２

東 海 ６３ ３９．７ ３４．９ １４．３ １９．０ ９．５ ４．８ ７．９

近 畿 １４ ５０．０ ０．０ １４．３ ０．０ ２１．４ ２１．４ １４．３

中国・四国 ４９ ４９．０ ２４．５ ２６．５ １２．２ １２．２ ８．２ １０．２

九州・沖縄 １７５ ３１．４ ３０．３ １８．３ ２０．６ １２．６ ６．３ １５．４
（一社）日本養豚協会の資料から

田中さ
ん（北海

道 ）が研修会で成果発表田中さ
ん（北海

道 ）が研修会で成果発表
検定情報活用し牧場の問題究明・解決

田中さんの発表から（現象→原因へと
矢印を引く問題究明のイメージ図）

防
疫
体
制
の
強
化
を

２１年度養豚農業実態調査
「特色ある豚肉生産」意識４割でトップ
後継者「決まっている」は依然３割弱

乳脂率・無脂乳固形
分率とも微増続く
２１年全国集乳路線別調査
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ゲノミック評価は、個体のＤＮＡ情
報を検査し、わずかな違いを分析して
遺伝的能力を推定する技術である。
枝肉重量などの評価値が高い牛を早
期出荷することができれば、効率的な
肥育につなげることができる。
そこで、群馬県畜産試験場（前橋市）
は（一社）家畜改良事業団の協力を得
て、ゲノミック評価と出荷牛の枝肉成
績の個体比較を行った。その結果、枝
肉重量のゲノミック評価が高い個体は
発育がよいことから、評価値から枝肉
成績の予測も可能であることを明らか
にした。
〈方法〉
２０１９年５月に育成段階でゲノミック
評価を実施した生後９ヵ月齢の黒毛和
種去勢牛８頭（田尻系４頭、気高系２
頭、藤良系２頭）を供試した。試験期
間は、生後９～２８ヵ月齢としたが、全

国の枝肉重量の平均値である５０９㎏（１９
年４月～２０年３月）を超えると推定さ
れる、体重が８００㎏に到達した時点で試
験終了とし、体重が満たない牛は２８ヵ
月齢到達時に出荷した。
出荷時月齢が２４～２６ヵ月の４頭を早
期出荷区（早期区）、２７～２８ヵ月の４
頭を慣行出荷区（慣行区）として区分
した。
両試験区とも同じ市販の配合飼料を
給与し、肥育前期（９～１２ヵ月齢）は
前期飼料を１日当たり４．５～６㎏、肥育
中期（１３～１４ヵ月齢）では１日当たり
６．５～８㎏の定量給与とした。中期は前
期と後期飼料を混ぜ合わせ、徐々に後
期飼料の割合を増やしていった。１５ヵ
月齢以降は全て後期飼料とし、１７ヵ月
齢以降は飽食とした。
粗飼料は９～１２ヵ月齢は輸入チモシ
ー乾草、１３ヵ月齢から国産稲わらの割

合を徐々に増やし、１４ヵ月齢以降は稲
わらのみを給与した。どちらも４㎝程
度に細断し、全期間を通じて飽食とし
た。
〈結果〉
飼料要求率（体重を１㎏増体するた
めに必要とした飼料量。量が少ないほ
ど効率的である）については、配合飼
料の前期と後期で早期区の方が有意に
低い結果となった（表１）。育成段階
のゲノミック評価値と枝肉成績を比べ
た結果、脂肪交雑、歩留基準値及び皮
下脂肪の厚さで、ゲノミック評価値と
枝肉成績にいずれも高い相関関係が確
認された（表２）。飼料摂取量及び枝
肉重量については、両区に有意な差は
みられなかった。
同試験場は、当試験について次のよ
うに総括している。
ゲノミック評価で枝肉重量の評価が

高かった個体は、よく飼料を食い込み、
体重・日増体量が大きかったことから、
肥育期間を数ヵ月短縮できるといえ
る。そして、ゲノミック評価値と格付
成績に高い相関関係が認められたこと
から、枝肉成績の予測は可能であると
考えられる。
なお、同試験場は留意点として、ゲ
ノミック評価の結果は、解析時期によ
って数値が変動するため、必ず同時期
に評価を行ったもので比較する必要性
があることを挙げている。

農水省が４月に公表した「畜産経営
に起因する苦情発生状況」によると、
２１年の苦情発生戸数は１４４６戸で、前年
と比べて６０戸増加した。苦情発生率は
２．１％で、近年は概ね横ばいで推移して
いる。家畜排せつ物の適切な管理が引
き続き求められている。
畜種別の苦情発生戸数の割合をみる
と、乳用牛が４１１戸で２８．４％（前年比１．２
㌽増）と最も多く、次いで豚が３４３戸で
２３．７％（０．７㌽減）、肉用牛が３２４戸で

２２．４％（１．６㌽減）と、前年と同じ順だ
った。
苦情内容別では、悪臭関連が５４．２％

（前年比２．０㌽増）、水質汚濁関連が１
８．８％（２．０㌽減）、害虫関連が１１．４％
（１．０㌽増）、その他（ふん尿の流出や
騒音等）が１５．６％（１．０㌽減）となって
いる。水質汚濁関連が前年に比べてや
や減少したものの、依然として、悪臭
関連と水質汚濁関連が多い傾向は続い
ている。

また、畜種別に発生率をみると、採
卵鶏が１１．８％（前年比２．５㌽増）で最も
高く、豚が８．９％（１．１㌽増）と続いて
いる。飼養規模別の苦情発生率につい
ては、ブロイラーを除く全畜種で、飼
養規模が大きくな
るほど発生率が高
くなっており、過
去３年と同様の傾
向がみられる。
全体の苦情発生
戸数から新規の苦
情発生戸数を除い
た「同一経営体に
対する繰り返しの

苦情発生戸数の割合」は、採卵鶏が
７４．７％（前年比２．６㌽増）と最も高く、豚
が７１．７％（１．９㌽増）と続いている。全体
の４１．４％が新規の苦情だったが、過半
数の５８．６％は繰り返しの苦情だった。

牛舎に侵入する野生鳥獣は様々な被
害をもたらす。この時期、特に注意し
たいのが繁殖期のカラスである。カラ
スの被害を未然に防ぐ対策を取る必要
がある。
牛舎に侵入するカラスの大部分がハ
シブトガラスといわれている。この種
は、畑などの平地ではなく立体的な構
造を好み、肉類を好む食性であるため
牛舎に集まってくると考えられてい

や わ

る。弱った牛や子牛の体や柔らかい組
織を突き、損傷を与える危険性がある。
傷口から出血し、細菌が体内へ侵入し
た場合に敗血症につながる恐れもあ
る。
また、カラスによる被害は他にもあ
る。飼槽での飼料の盗み食いや、水槽

で水浴びすることで牛舎内が汚染され
る危険性がある。カラスはサルモネラ
菌やボツリヌス菌などの感染症を媒介
する動物としても危険な存在のため、
侵入防止を徹底する。
物理的な対策
カラスは非常に賢く警戒心の強い動
物で、一度学習したことは長い間記憶
すると考えられている。そのため、カ
ラス対策は数日間効果を発揮してもす
ぐに学習され、再び寄り付くようにな
ってしまう。一般的に広く利用されて
いる対策（テグス、ＣＤなど）は、必
要な時期にだけ設置して、カラスを慣
れさせないようにすること、近隣の農
場と話し合って同時に違うものを設置
するなど、地域で対策に取り組むこと
で効果をより上げることができる。
一方で、カラスは嗅覚や味覚が弱く、
匂いや味を利用した対策はあまり有用
でないため、物理的防除が重要となる。

防鳥ネットで対策する場合、牛舎の
窓や出入り口を上部から、網目が約１０
㎝以下のものをのれん状に下げると効
果的。牛舎だけでなく、ラップサイレ
ージ、ロールの周囲にテグス・ネット
を張ることも効果が期待できる。
環境面の対策
また、牛舎内の環境を整えることも
対策につながる。牛舎・敷地内のロー
プやほころびのあるシート等は野鳥の
巣材に使われるため必ず片付ける。観
血去勢後の睾丸、生ゴミなどを放置す

ると、カラスだけでなくほかの野生鳥
獣にも血や肉の味を覚えさせて呼び寄
せてしまう。カラスは食い溜めができ
ないので、エサとなりうるものを与え
ないように徹底的に管理することで、
個体数を減少させ、被害減少にもつな
げることができる。
侵入してエサ場と覚えられないよ

う、敷地内にカラスなどが興味を持つ
ようなものを発見した場合、撤去やシ
ートで覆うなどして隠しておくことで
予防効果が期待できる。

農畜産業振興機構は５月１１日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の２２年３月分の交付金単価を公
表した。乳用種の標準的販売価格が
標準的生産費を下回ったため、引き

続き交付が行われる。交雑種及び肉専
用種の発動はなかった。
乳用種の交付金単価（１頭当たり、
確定値）は、５万２４６．１円（前月は５万
１０５４．３円）となった。前月分と比較す
ると、販売価格は低下したものの、素
畜費の低下などにより、交付金は減額
となった。

表１ 飼料要求率１）（原物） （kg／日・頭）

項 目 前 期 中 期 後 期
早期区 慣行区 早期区 慣行区 早期区 慣行区

濃厚飼料 ６．２b ７．０a ７．８ ８．２ ９．５B １０．９A
粗 飼 料 ４．６ ５．１ ２．２ １．９ ０．８ １．０
合 計 １０．９b １２．１a １０．０ １０．１ １０．３b １１．９a

１）体重１kgを増体するのに要した飼料量 ※異符号間に有意差ありA．B : P〈0．０１
a．b : P〈0．０５

表２ 枝肉格付成績
項 目 早期区 慣行区

枝肉重量（kg） ５１２．３＊ ５１０．０＊
胸最長筋面積（cm２） ６９．５ ６０．０
ばらの厚さ（cm） ７．７ ７．６
皮下脂肪の厚さ（cm） ２．６ ３．０
歩留基準値 ７５．０ ７３．３
脂肪交雑（BMS No．） ７．８ ７．５
肉質等級 ４．５ ４．５
格 付 A５:２頭 A５:２頭

A４:２頭 A４:１頭
B４:１頭

＊全国枝肉重量平均５０９kg
表１・２ともに群馬県畜産試験場の資料から

畜産経営に起因する苦情の畜種別・内容別発生戸数（２０２１年） （単位 :戸、％）

区 分 悪臭関連 水質汚濁関連 害虫関連 そ の 他 合 計

乳 用 牛 ２６４（２８．６） １０２（３１．９） ３７（１９．１） ８１（３０．５） ４１１（２８．４）

肉 用 牛 １９０（２０．６） ５６（１７．５） ４４（２２．７） ７６（２８．６） ３２４（２２．４）

豚 ２６３（２８．５） １１４（３５．６） ２４（１２．４） ２０（７．５） ３４３（２３．７）

採 卵 鶏 １３１（１４．２） ３７（１１．６） ８０（４１．２） ２７（１０．２） ２２１（１５．３）

ブロイラー ５６（６．１） ５（１．６） ７（３．６） ５（１．９） ６６（４．６）

馬 ５（０．５） ２（０．６） ２（１．０） ２（０．８） １０（０．７）

そ の 他 １５（１．６） ４（１．３） ０（０．０） ５５（２０．７） ７１（４．９）

合 計 ９２４（１００．０） ３２０（１００．０） １９４（１００．０） ２６６（１００．０） １‚４４６（１００．０）

構成（％） ５４．２ １８．８ １１．４ １５．６ １００．０
注１）「悪臭関連」には、悪臭単独の苦情に加え、悪臭以外の苦情（水質汚濁、害虫発生等）を併発して

いるものも含む（その他の分類も同様）。
このため、各分類の戸数を合計した戸数と、「合計」襴の戸数は一致しない。

注２）「その他」に分類される苦情の内容は、ふん尿の流出、騒音等である。 農水省の資料から

ゲノミック評価で効率的肥育
黒毛去勢 肥育期間を短縮

悪臭や水質汚濁が多く
２１年 苦情発生率は横ばい

カラスに警戒
「エサ場」つくらない管理を

乳用種のみ発動
牛マルキン３月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

消費鈍化も輸入
牛肉品薄で大き
な下げはないか

４月は、新年度で人出が増えたこと
や、大型連休向けの手当てなどで荷動
きが活発化し、東京市場の牛枝肉相場
は月初めから上伸した。輸入牛肉の品
薄傾向が続いていることもあり、高値
基調が続いた。ただ、交雑種及び和牛
の価格は、依然として前年実績を下回
っている。
【乳去勢】４月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１１３３円（前年同月比１０９％）
となり、前月に比べ６１円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、５月の乳用種の全国出荷頭数は２
万４８００頭（１０１％）で増加に転じると見
込んでいる。
【Ｆ１去勢】４月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１６１５円（前年同月比９４％）、Ｂ２
は１４８２円（９３％）となった。前月に比
べそれぞれ６９円、９３円上げた。
同機構は５月の交雑種の全国出荷頭
数を１万９６００頭（１１１％）と、引き続き
前年同月を上回ると予測している。
【和去勢】４月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２４９２
円（前年同月比９４％）、Ａ３は２２７８円
（９１％）となった。前月に比べそれぞ
れ７５円、７９円上げた。
同機構は５月の和牛の全国出荷頭数
を３万７３００頭（１０３％）と、増加基調が

続くと予測。牛全体の出荷頭数は８万
３１００頭（１０４％）で前年同月を上回ると
見込んでいる。
同機構は、５月の輸入量を総量で４
万３千ｔ（８７％）と予測。内訳は冷蔵

品１万９３００ｔ（８６％）、冷
凍品２万３７００ｔ（８８％）。
冷蔵品は、豪州及び米国に
おいて現地価格が引き続き
高い水準であることや、物
流の混乱等により、前年同
月をかなり大きく下回ると
予測。冷凍品も、冷蔵品と
同じ理由で前年同月をかな
り大きく下回る見込み。
枝肉相場が緩む時期を迎
える。大型連休明けの補充
が済めば、引き合いが弱ま
る。また、食品の値上げが
相次ぎ、消費者の節約志向
が高まっている。牛肉の消
費は鈍化する見通し。

出荷頭数が前年同月を上回ると予測
されている一方、輸入量の減少傾向は
継続する見込み。このため、相場の大
きな下げはないと予想される。
乳牛去勢、交雑種は堅調な相場を維
持するとみられる。和牛の上位等級は
弱もちあいか。向こう１ヵ月の東京市
場の税込み平均枝肉単価は、乳牛去勢
Ｂ２が１０５０～１１００円、Ｆ１去勢Ｂ３が
１５００～１６００円、Ｂ２は１３００～１４００円、和
牛去勢Ａ４が２４００～２５００円、Ａ３は
２２５０～２３５０円での相場展開か。

焼き材需要増と
冷蔵品輸入量減
で強もちあいか

４月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５１３円（前年同月比
１０４％）、中物は４８８円（１０６％）となっ
た。前月に比べそれぞれ６円、１９円上
げた。大型連休に向けた手当てなどで
中旬からじり高となり、下旬には中物
も５００円を上回った。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、５月は１３２万９千頭（前年同月比
１０２％、平年比９９％）、６月は１３２万５千
頭（９８％、１０２％）とほぼ平年並みで推
移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、５月の輸入量は総量で７万４千ｔ
（前年同月比１０４％）の見込み。内訳は冷

蔵品３万２５００ｔ（９４％）、冷凍品４万
１５００ｔ（１１３％）。国産品と競合する冷
蔵品は、北米の国内需要増加の継続や
急激な円安相場による現地価格の高騰
等から、前年同月を下回ると予測して
いる。
例年、この時期は相場が上昇傾向と
なる。気温の上昇に伴い、焼き材需要な
どで引き合いが強まる。また、外食向
けの荷動きが徐々に活発化している。
消費者の節約志向が強まっていること
もあり、豚肉の需要が高まるとみられ
る。冷蔵品の輸入量の供給不足が継続
すると予測されていること等から、相
場は強もちあいの展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５２０～５４０円、
中物は４８０～５００円での相場展開か。

乳素牛・スモール
もちあい、和子牛
は弱もちあいか

【乳素牛】４月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２２万５８５２円（前年同月比９１％）、Ｆ１去
勢は３７万９１２円（８８％）だった。前月に
比べ、乳去勢は２２９２円上げ、Ｆ１は１万
７５４１円下げた。乳去勢は横ばい傾向、
Ｆ１は取引頭数の多い北海道で値を下
げた。
両品種の枝肉相場は底堅く推移する
と見込まれている。素牛価格はもちあ
いの展開か。
【スモール】４月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振

興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が９万８７３７円（前年同
月比８２％）、Ｆ１（雄雌含む）は１７万６８２６
円（１０１％）だった。前月に比べ、乳雄
は５６９２円下げ、Ｆ１は１２３９円上げた。Ｆ１

は３ヵ月連続で前月価格を上回った。
両品種の枝肉・素牛価格はほぼ安定
している。スモール価格はもちあいの
展開か。
【和子牛】４月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７８万
５２４５円（前年同月比９２％）となった。
前月に比べ３２５７円下げた。
子牛の需要期だが、飼料高など生産
費の上昇で慎重な導入が続く見込み。
相場は、弱もちあいで推移することが
予想される。

農畜産業振興機構は４月２８日、小
売業者（量販店、食肉専門店）など
を対象とした食肉販売動向調査結果
（２２年度上半期）を公表した。同機
構は年に２回、食肉（牛・豚・鶏肉）
の取り扱いや販売見通しに関するア
ンケート調査を実施している。今回
の調査は２２年２月時点。販売見通し
では、輸入品は減少傾向で、国産品
は概ね同程度との見方が多い。
○２１年度下半期（２１年１０月～２２年
３月）の販売状況
前年同期に比べ、量販店（２０社）
では、新型コロナウイルス感染症の
影響による海外の物流の乱れや現地
の人手不足などで輸入品、特に輸入
牛肉で減少傾向が顕著となった。一
方、国産品の増加理由として、「輸
入品の仕入価格高騰に伴う国産品の
販促増加」などが挙げられた。量販
店（６４社）では、全ての区分で「変
わらない」が最も多かった。

○２２年度上半期（２２年４月～９月）
の販売見通し
量販店では、輸入品及び和牛で「減
少」が最も多かった。前年同期は新型
コロナウイルス感染症の影響による内
食需要で増加傾向だったことから、そ
の反動とみられる。食肉専門店では全
ての区分で「同程度」が最も多かった。
○今後の国産牛肉の生産量に期待す
ること
量産店では、全ての区分で「増産」
が最も多かった。理由として、交雑牛
で「品質と価格のバランスが取れた商
品を増産してほしい」「輸入牛の価格
上昇に伴い、需要は交雑牛にシフトし
ている」、乳牛で「低価格の国産牛肉
を増やしてほしい」などが挙げられた。
食肉専門店では「現状維持」が最も
多いが、「増産」も期待されている。
理由として、交雑牛では「適度な霜降
りの牛肉を増産してほしい」などが挙
げられた。

４月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 １，０２２ １，０２６ ３０８ ２９８ ２２２，１３９ ２２１，１６９ ７２１ ７４２
Ｆ１去 ２，１４５ １，７９８ ３３８ ３２９ ３７０，６５４ ３８８，４００ １，０９７ １，１８１
和去 ２，４０１ ２，１６１ ３３４ ３２５ ８１６，８５１ ８１８，４５５ ２，４４６ ２，５１８

東 北
乳去 ３ １ ２０８ １９５ １６０，６００ ２５，３００ ７７２ １３０
Ｆ１去 ３ － ３０７ － ３０５，４３３ － ９９５ －
和去 ２，４７８ ２，９０９ ３１９ ３２１ ７５７，８６６ ７６７，３８８ ２，３７９ ２，３８９

関 東
乳去 ６６ ６５ ３０７ ２８９ ２９６，５６６ ２８０，２４６ ９６５ ９６９
Ｆ１去 １４８ １５５ ３４８ ３４２ ３７５，９１０ ４１８，１２７ １，０８１ １，２２２
和去 １，０５９ ６７０ ３１８ ３２０ ８０８，０９２ ８２０，８１８ ２，５４１ ２，５６７

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 １７９ ４９ ２７６ ３０２ ７６１，６４３ ８４０，９１６ ２，７５７ ２，７８４

東 海
乳去 ８ ９ ２９１ ２８６ ２４７，９１３ ２４７，５００ ８５２ ８６５
Ｆ１去 ６０ ４８ ３２４ ３１１ ３４１，３１１ ３３８，３４２ １，０５２ １，０８８
和去 ２５８ ４３０ ２７１ ２７３ ８０４，７６１ ８２０，９４３ ２，９７２ ３，００２

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ４４４ ４２５ ２６３ ２５８ ７７１，７２２ ８０４，９１０ ２，９３１ ３，１１８

中 四 国
乳去 ４９ ７２ ２８２ ２７４ ２２０，８０８ ２０８，３８９ ７８４ ７６０
Ｆ１去 ３１８ ２９８ ３３５ ３２９ ３７５，４７３ ３７４，７２４ １，１２０ １，１３９
和去 １，０１６ ９４４ ３０２ ２９９ ７８７，３２２ ７９５，６５３ ２，６０９ ２，６６２

九州・沖縄
乳去 １３ ９ ２８８ ３０７ １７９，３００ ２０６，３１１ ６２２ ６７３
Ｆ１去 ４４５ ４３７ ３３２ ３２９ ３７１，６６７ ３９３，０１７ １，１２０ １，１９６
和去 ８，４５３ １０，７３１ ３０１ ２９４ ７８１，７９６ ７８３，３５８ ２，５９８ ２，６６１

全 国
乳去 １，１６１ １，１８２ ３０６ ２９６ ２２５，８５２ ２２３，５６１ ７３８ ７５５
Ｆ１去 ３，１１９ ２，７３６ ３３７ ３２９ ３７０，９１２ ３８８，４５４ １，１０１ １，１８１
和去 １６，２８８ １８，３１９ ３０８ ３０２ ７８５，２４５ ７８８，５０２ ２，５４９ ２，６１１

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

量販店で国産牛肉「増産」期待
２２年度上半期の食肉販売見通し
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